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RS_CommProからURLが立ち上
がらない場合。
RS_CommProで血液データ等を受信した後、データは
public_html\RS_Comm フォルダーに出力されるものの、その後
RS_Baseにファイリングされない状況の時は、RS_CommProから
血液データをファイリングするURLがコールされない環境が時に
あるようです。
　その場合は、RS_CommProの設定で、既定のブラウザで開く
などを指定して、それでもダメであれば、最終的な手段として
下記の方法もあります。

【BOX受付のリロードにて読み込みURLをコールする】
BOX受付下部の "指定URL(cgi)をリロード時実行する" のカラムに
下記を入力すると、

labo_new1.cgi?RS_Comm

BOX受付のリロードの度に、RS_Comm から出力されたデータを
読み込みに行くという、最終手段？もあります。
（この場合、RS_CommからのURLコールは停止がいいでしょうね）



尚、これを指定しておくと、BOX受付下部に、下記の様なメッセー
ジが
表示されます。

(RS_Comm)　にダウンロードされたデータはありませんでした。
(拡張子)→(.csv)(拡張子)→(.CSV)

・この方法のデメリットとしては、BOX受付を 立ち上げておく必要
がある。
・ファイリングまで、20秒のタイムラグがある。



Apache と ポ ー ト 80 、
BranchCache、IIs
Windows Defender を使用している場合は、
コントロール パネル\システムとセキュリティ\Windows Defender
ファイアウォール\
windows Defenderファイアーウォールを介したアプリまたは機能を
許可
で、apache　(apache24 なら、Apache HTTP Server) で、チェック
が入り
許可になっているか確認

【Apacheとポート80、BranchCache、IIs】

下記 いずれかの Apache 系を立ち上げた時
　　apache\Apache.exe
　　Apache24\bin\httpd.exe

一瞬黒い画面が表示されて、すぐに消える場合は、Apache の動作時
に
使用するPort80 を他のソフトが使用していることがほとんどです。



　その場合、port80 を、 IIs  あるいは BranchCache　が使用してい
る
ことがほとんどですので、下記をご確認していただき、対応をお願
いします。
--------------------------------------------------------------------------------
IIs が立ち上がっている場合⇒IIs を無効にする。
　コントロール→プログラムと機能→左上の　Windows の機能の有
効化または無効化
　インターネットインフォメーションサービスのチェックを外す。
　(or wincowsマーク → アプリと機能(F) → 右上の プログラムと機
能 → 左上の　Windows の機能の有効化または無効化
→ インターネットインフォメーションサービス内の World Wide
Webサービスのチェックを外す。)



BranchCache　が原因の場合、
　　 「コントロールパネル」→「システムとセキュリティ」→「管
理ツール」
　　 →サービス、BranchCache　を探して、右クリック停止
（or wincowsマーク → コンピューターの管理(G) → サービスとア
プリケーション → サービス)

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/3/0/30a0d607.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/3/0/30a0d607.png


-----------------------------------------------------------
RS_Baseでは事例がないが、その他として、下記などがある？
・Web Deployment Agent Serviceが起動している。
・SQL Server Reporting Servicesが起動している。
・Windows Remote Managementが起動している。
-----------------------------------------------------------

Port80を他のアプリが使用しているかどうかを確認する方法は下記
になります。

　　windows の　左下の　”ここに入力して検索”　のカラムで、
　　コマンドプロンプト　を検索して、立ち上げていただいて、そ
こに

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/0/a/0a07a3f3.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/0/a/0a07a3f3.png


　　netstat -ano と入力 Enter にて、表示される情報の　上部のあ
たりに

  　　プロトコル  ローカル アドレス      外部アドレス           状態 
          PID
  　　TCP         0.0.0.0:21             0.0.0.0:0              LISTENING   
   4408
  　　TCP         0.0.0.0:80             0.0.0.0:0              LISTENING   
   16600

　　　と、ローカルアドレス 0.0.0.0:80 というのがあれば、port80
が他のソフトが
　　　使用していることになります。
--------------------------------------------------------------------------
port80を他のソフトが使用していないにも関わらず、Apache24が
立ち上がらない場合は、Apacheのフォルダー名を間違っている
可能性があります。下記をダウンロードし、

http://rsbase.net/version/apache/Apache24_C.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_D.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_E.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_F.zip

下記フォルダーとし、

http://rsbase.net/version/apache/Apache24_C.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_D.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_F.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_F.zip


　C:\Apache24_C
　D:\Apache24_D
　E:\Apache24_E
　F:\Apache24_F
下記を立ち上げてください。

　C:\Apache24_C\bin\httpd.exe になります。
　D:\Apache24_D\bin\httpd.exe になります。
　E:\Apache24_E\bin\httpd.exe になります。
　F:\Apache24_F\bin\httpd.exe になります。

 Apache24 msvcr100.dll がありません...... と表示される場合は、
下記参照
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19726860.html

-------------------------------------------------------------------------
どうしても、Apache24が立ち上がらない場合は、下記
apacheをご使用ください 

http://rsbase.net/version/apache/c-apache.zip
http://rsbase.net/version/apache/d-apache.zip (Dドライブ用)

立ち上げるのは、
C:\apache\Apache.exe

https://rsbase2023.blog.jp/archives/19726860.html
http://rsbase.net/version/apache/c-apache.zip
http://rsbase.net/version/apache/d-apache.zip


D:\apache\Apache.exe になります。

☆どうしても、Port 80 で apache系が立ち上がらない場合は、
port 8080 などで、ご使用いただく方法になりそうです。
その方法ですが、

Cドライブ用の apache の 動作 portを 8080 にする方法は
C:\apache\conf\httpd.conf を一旦コピー後（バックアップのため）
C:\apache\conf\httpd.conf をテキストエディターで開いて
Port 80　となっている部分を　Port 8080  と変更して保存。

C:\apache\Apache.exe を立ち上げる。

以上で、port8080にて apache が立ち上がっていますので、
立ち上げるRS_Baseは、下記URLになります。

http://localhost:8080/~rsn/2000.cgi 従来画面
http://localhost:8080/~rsn/N2017.cgi 新画面

その場合、電子カルテから立ち上げるURLも、上記へ
変更する必要が出てまいります。

注）

http://localhost:8080/~rsn/2000.cgi
http://localhost:8080/~rsn/N2017.cgi


もし、【サーバー】のIPが 192.168.10.20 で、サーバーの Apache
の
ポートが　8080 になってしまう場合は、

クライアントの基本情報の設定は、

(12) RS_Baseサーバーのネットワーク上の名前　192.168.10.20
(14) RS_BaseサーバーのIP Address　は、192.168.10.20:8080

になりますが、その場合の動作確認は、ほとんど行っておりませ
ん。

【ApacheのPortを8080とした場合のダイナミクスとの連携】
ダイナミクスのボタンから呼び出させるURLは localhost になってい
ますので
RS_Baseを localhost:8080で動作させている場合は、
使用中のクライアントmdbを コピーして、コピーしたmdb を開いて
　・モジュール Dyna_to RS_Base を開いて、
　・localhost を localhost:8080  と一括置換
という変更を加えると、Port8080のRS_Base がダイナミクスのボタ
ンから
開くようになります。



【 DICOMDIR と  PACS へ の
dicom画像保存】
DICOMDIRとはDICOM画像データをCDなどの媒体に保存する際、
画像ファイルを統一的に管理するための索引ファイルのこと

多くのPACS は、CD内の DICOMDIRを参照して、CD内のdicomファ
イルを
PACSに読み込むようになっていますので、RS_Baseから通常の方法
でCDに
出力されたdicomファイルは、PACSに登録出来ないものが多いと思
われます。

【RS_Baseでの DICOMDIRの作成方法】
RS_Baseから、DICOMDIR を作成する方法は、下記URLをご参照く
ださい。
http://www.rsbase.net/RSB/DICOMDIR.pdf

尚、フリーアプリを使用しているため、どのPACSでも、読み込める
DICOMDIR と
なっているかは不明です。



ちなみに、RS_Dicom系は、DICOMDIRは参照せず、CD内のDICOM
ファイルを
検索してリストを作成してから、RS_Baseにファイリングしますの
で、DICOMDIRは
参照しません。



【CD用にDicom ファイルを出力
す る 時 に  radiantviewer
CD/DVD を使用する方法】
【CD用にDicom ファイルを出力する時に  radiantviewer CD/DVD を
使用する方法】

radiantviewer CD/DVD は、399ユーロ (5-7万円)ですが、いつまで提
供されるかは
わかりません。

---------radiantviewer CD/DVD ------------
DicomファイルをCD用に作成する場合、MRIやCTでは、シリーズ表
示可能な
ものを使いたいとのことで、RadiAnt 
https://www.radiantviewer.com/store/?src=cddvdtrialbanner
DICOM Viewer CD/DVD
Download a free trial version of the software からダウンロード解凍
し、

public_html\radiantviewer_cd 内に
                        ---COMMOM
                        ---RA32



                        ---RA64
                        ---autorun.inf
                        ---readme.txt
                        ---run.bat

をコピしていただけば

Dicom画像検査の　【変更】(旧画面では連番)をクリックした画面
に、
【radiantでCD用出力を作ります】　が表示され、それをクリックす
ると
作成されます。

作成されたものを、USBメモリーに焼いて、run.bat　にて立ち上が
ることを
確認しましたが、CDでの確認ができないので、autorun.inf　の動作
は
行っておりません。

評価版でも、下部に This version is only for evaluation と
評価版であるメッセージが出ますが、使えないことはなさそうです
が、
さすがに、医療機関へはお渡しできないと思います。



正規版のライセンスに関しては、
https://www.radiantviewer.com/store/?src=cddvdtrialbanner
　一台のみ有効
　無期限に有効
　容量制限なし。
　バージョンアップ & メールサポートは12か月間。
　1ライセンス 399EUR (5万円)
の様です。
///////////////////////////////////////////////////////////////////////
【radiantviewer CD/DVD にて、複数の検査をCD用に出力する方法】

RS_Baseの登録検査の【変更】(連番クリック)画面で、最初の検査
は、
【radiantでCD用出力を作ります】　をクリックすれば、viewer も
含めて
CD用のデータが作成されるのは、今までと同様です。

2個目以降検査は、【変更】(連番クリック)に今回追加した、
【radiantでCDに検査を追加します】　をクリックすると、画像ファ
イルのみ
追加されていきます。

追加検査が多い場合は、【radiantでCDに検査を追加します】
のクリックは手間がかかるため、



新画面では、各検査の　診断　の後ろに (Rd) のリンクが追加さ
れ、その
クリックが 【radiantでCDに検査を追加します】と同じ機能になり
ます。
（public_html\radiantviewer_cd フォルダーがある場合に (Rd)が表示
されます。）

注）CD内の検査リストは、
　---dcm\検査リスト.txt 内に情報が作成されます。



public_html 内のフォルダー構
造
【public_html 内のフォルダー構造】

RS_Baseのデータは、サーバーの public_html 内のいろいろなフォル
ダーに
保存されていくという構造ですが、どのデータがどのフォルダーに
あるかは、
RS_Baseの従来のトップ画面
http://localhost/~rsn/2000.cgi の2行目の [File] をクリックすると
http://localhost/~rsn/kihon.cgi が開き、大まかなものが表示されま
す。
（10年以上更新していないため、古くからあるフォルダーが表示さ
れます）

使用されている施設様が、直接触ることは希だとは思いますが、
重要なものとして、下記があります。

public_html\Imfidx20xx ⇒ ファイリングした画像が入っているフォ
ルダー
public_html\ecg ⇒ 心電図ファイルが入っているフォルダー



public_html\labo ⇒ 血液データファイル
public_html\labo_o ⇒ 検査センターからの読み込み済ファイル
public_html\laboout ⇒ 血液データ ID.txt、(BP)ID.txt のバックアッ
プデータ
public_html\laboin ⇒ 手入力血液データ IDa.txt のバックアップデー
タ

public_html\sinryo RSB診療用のデータ
public_html\shoken ⇒カルテ所見データ
public_html\yaku_file ⇒ side_show、所見3列、薬歴グラフ用のデー
タ
public_html\yaku_file2 ⇒ ダイナミクス専用薬歴データ(ダイナ分割
後は参照しません）
public_html\yakureki ⇒ 血液データ上部の薬歴グラフのための、薬
指定データ

public_html\data_eye ⇒ 眼圧、MD値などの眼科系フォルダー
public_html\refkera ⇒ レフケラ、視力などの眼科系フォルダー

C:\RSB_TEMP\patient ⇒ダイナミクスの書込にて、診療情報が出力
されるフォルダー

【関連リンク】
・RS_Baseの全データバックアップ



　https://rsbase2023.blog.jp/archives/19752862.html

KEY: 保存場所、フォルダーがあるところ。データ保存フォルダー

https://rsbase2023.blog.jp/archives/19752862.html


【ID関連づけで何が行なわれる
か】
【ID関連づけで何が行なわれるか】

現在のデータベースの状態を見るには、まずは、
【登録情報】 http://localhost/~rsn/kensin.cgi?torokuj
をご確認ください。

さて、
RS_Baseのテキスト版での、データベース構造は、
　患者情報ファイル：public_html\data\name.csv
　登録検査情報 : public_html\data\data20xx.csv

となっています。

基本情報(8) の ID関連付 ボタンをクリックすると行なわれることは

1) 患者情報 name.csv を　登録検査情報 data20xx.csv に反映さ
せる。

⇒登録検査に患者情報がなく、後からname.csvに患者情報が追加さ
れたときに

http://localhost/~rsn/kensin.cgi?torokuj


　画像の検査歴に患者情報を反映させるために使用します。

　ただ、患者情報がない検査が1,2件の場合は、登録検査の【変更】
(or 連番）を
　クリックして、決定するという方法の方が簡単に検査歴に患者情
報を
　反映させることができます。

2) data20xx.csv などにデータ障害が起こって、データの修復を行な
った直後は
　検査に連番が正しく付いていないため、ID関連付　を行なうこと
により
　data20xx.csv に検査の連番が付け直されます。

3) 患者画面を表示するときは、昨年以前の検査は、
　 public_html\data\data20xx.csv ではなく、public_html\20xx ホ
ルダー内の
　各年の検査が10分割されたデータベースが参照されます。この10
分割された
　データは、public_html\data\data20xx.csv を元に作成されます
が、ID関連付
　を行うことにより、10分割されたデータベースが再作成されま
す。



（データ障害などで過去のデータベースを修復したときなどに必要
になります。）

関連URL
本年のデータベースが壊れた
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19728174.html

【画像系検査のデータベースの自動バックアップ先】
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19708372.html

尚 、 PostgreSQL 版 RS_Base の 場 合 、 上 記 デ ー タ ベ ー ス は 、
PostgreSQLに
あるので、ID関連付 を行なう意味はありません。

https://rsbase2023.blog.jp/archives/19728174.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19708372.html


【RS_Baseでの紹介状印刷】
【RS_Baseでの紹介状印刷】

RS_Baseの紹介状を印刷する場合の主なオプションとして、
1)倍率
2)余白
3)ヘッダーとフッター
4)背景のグラフィックス

が主なものになりますが、RS_Baseの紹介状をいただいて、それな
りの頻度で
ヘッダーとフッターが印刷されているものがありますが、さすがに
スペース的に
もったいないので、ヘッダーとフッターは、印刷の詳細設定内のチ
ェックを外して
おいた方がいいでしょうね。
　余白に関しては、最小を選択
　背景のグラフィックスに関しては微妙ですが、チェックが入って
いると、
血液テーブル内のカラムに色が入るのできれいですが、一方で、プ
リンターの



インクを消費しますね。（⇒よって、薄めのパステルカラーの背景
色を指定して
置く方がいいでしょうか）



バイタルデータテーブルの表示
【バイタルデータテーブルの表示】

患者画面、あるいは、血液画面に、バイタルデータのテーブルを表
示する方法ですが、

基本情報　(155) 血圧、体重表示　にて、患者・血液画面　を選択
し、
その横の、【項目指定】をクリックして

身長
体重
体重(S)
血圧(高)
血圧(低)
SpO2
脈拍

等を指定してください。項目同一設定にて、検査名を変更している
場合は
変更前後の項目名も指定したおいた方が、確実に表示されます。



血圧など、検査頻度の多いデータは、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 完全非表示血液　にて
非表示検査に指定しておき、バイタルテーブルに表示させるのが、
一般的な
方法になります。

注）メモ帳で保存する場合は、保存に下部の文字コード指定が
ASNI に
　　なっている事をご確認ください。　既定は、UTF-8 になってい
ますので
　　注意が必要です。

--------------------------------------------------------
尚、従来画面 (2000.cgi) の患者画面で、血液データの表示、非表
示 は、

基本情報、　(155)  患者検査歴の下に血液データを表示
　on_show   検査歴の上に血液データを表示
　on_under 検査歴の下に血液データを表示
　on_hidden 初期非表示で、クリックにて表示
　off  表示しない。

というオプションになります。





【紹介状に二人の医師を記載する
方法】
【紹介状に二人の医師を記載する方法】

紹介状の医師欄に、山田太郎先生、山田花子先生　の二人の医師を
記載したい場合は
医師欄のところに、山田太郎先生<br>山田花子先生  とご記載いた
だけば、医師名が2行に
なって表示されます。
　ちなみに、半角の <br> は webを表示させるために使用する html
の "改行" をさせるための
タグ(表示のための命令)になります。

ちなみに、RS_Baseでは、医師名のところに、山田太郎　と記載す
ると、
山田太郎先生御侍史　と表示されますが、山田太郎先生、山田太郎
様
の敬称を記載すると、御侍史は表示されません。

尚、html の簡単なタグは、覚えておくと、紹介状の記載に役に立つ
ことがあります。
たとえば、



<B>カロナールでショックの既往があり</B> と記載するとこの文
章は、太字(Bold)に
なります。<B>は、太字開始、</B>は、太字終わりです。



【血液テーブルの背景色の指定＆
説明行の追加】
【血液テーブルの背景色の指定＆説明行の追加】

血液テーブルの背景色の指定ですが、
血LIST →【血液各種設定 Click Here】→ 背景色設定 
にて、検査を選択し、f5fff5 などのような背景色を指定します。

背景色は、パステルカラーの様な薄めのものが、目にも優しく、
印刷時にもインクの量が少なくて済みますが、カラーのサンプルは
下記にあります。
https://www.colordic.org/p

尚、背景色設定画面の　上部のリンク、【設定ファイル】をクリッ
クすると、
ファイルが開きますので、直接手入力編集も可能です。

///////////////////////////////////////////////////////////////////
背景色設定 画面での、【血液の説明文】の設定方法

背景色設定 画面では、印刷時の簡単な血液説明の内容を追加が出来
ます。

https://www.colordic.org/p


血液の説明は、初期値では、public_html\labo_show.html を血液テ
ーブルの
左側に表示させるの方法になり、 その場合は、labo_show.html を
編集して
使用していただく方法になり、今回説明の手法とは全く異なりま
す。

背景色設定 画面での説明の指定方法では、下記の様に
血液テーブルの行間に説明が表示されます。
http://rsbase.net/sample/2014-06-16labo.jpg

この、血液説明の html 以外の説明の追加方法は、
血LIST →【血液各種設定 Click Here】→ 背景色設定 
画面上部、【設定ファイル】をクリックし、

説明を表示する最初の項目の後に
項目名//説明内容//表示色　を指定します。上記例では、

赤血球数//ヘモグロビン(貧血など)・白血球(細菌感染など)、CRP(炎
症反応)//#ffcccc
総ビリルビン//ＡＳＴ,γ-ＧＴＰ:肝機能 / 血清アミラーセ:口内病
変、膵臓疾患//#ddddaa



総蛋白//蛋白、尿酸(痛風等)、クレアチニン(腎機能)、PSA(前立
腺)//#bbdddd

等と指定されています。

この種の機能を追加すると、どうしても、長い説明を書かれる場合
があるのですが、
表示スペース(横幅）とよく相談して、長すぎないようにしてくださ
い。

☆デメリットは、縦長になってしまうことでしょうか。





【当院検診の単回表示】
【当院検診の単回表示】

この内容に関しては、https://youtu.be/knkv4oVDsqk
にYoutubeで動画があります。

当院検診の単回表示は、それを表示するための原型となる htmlファ
イル⇒
ク ラ イ ア ン ト の  public_html\kensin.html (or
public_html\kensin2.html )を
カスタマイズしてご使用いただく表示方法になっています。

例外として、項目の追加、変更をされていない場合は、
オリジナルの public_html\kensin.html のまま正しく表示されます。
（ただ、基準値など異なれば、kensin.html の変更が必要です）

kensin.html はシンプルな html としていますので、html を勉強され
た
場合は、変更はなんとかなると思います。

　変更を失敗して、元に戻す場合は、public_html\kensin.html
を削除すれば再度、オリジナルのものが作成されます。

https://youtu.be/knkv4oVDsqk


ちなみに、単回表示を作成した目的は、複数回表示では、都合が悪
い場合、
病院のロゴを入れたい、表示フォーマットをカスタマイズしたい、
などのためです。

以下詳細です。
----------------------------------------------------------
【当院検診の単回表示に関して】
----------------------------------------------------------
当院検診一回分の表示は、従来画面ですと、登録検査の
最後の "単回"　のクリックにて表示され、新画面用の検査歴表示で
すと、
診断の横の、"単" "単2"のクリックにて一回分の検診が表示されま
す。
----------------------------------------------------------
バージョンアップファイル内には、kensin_sample.html 　があり、
当院検診を
表示させると、kensin_sample.html が kensin.html としてコピーさ
れ、
以後、単のクリックにて、kensin.html 内で指定されたフォーマット
にそって、
当院検診が単回表示されますので、必要な施設様は、ご自身で、あ
るいは、



お付き合いのある業者様に、kensin.htmlを変更してもらいかっこい
いものを
作ってもらってください。

当院検診単回表示の場合、
html内の文字列は、RS_Baseが実際の健診のデータに変換して表示
しますが、
その文字列の後ろは、必ず D 終わり、下記の様になります。
　たとえば、kensin.html 内の　"氏名D" という文字列が、実際の健
診者の名前に
変換され、ASTD の文字列は実際の　AST　の数値が表示されます。

注）当院検診の順番などの設定をオリジナルから変更されている場
合は、
　　赤血球D　が　血小板の数値が入ったりしますので、どの項目
名に、
　　どの数値が入っているかを勘案して、kensin.html を作る必要が
あります。

氏名D
性D
誕生D
住所D
受診D



chest_dateD
chestD
心電図D
chestG

右視D
右矯D
左視D
左矯D
R聴1D
R聴4D
L聴1D
L聴4D
BPHD
BPLD
身長D
体重D
腹囲D
examD
既往D
症状D
commentD
その他D
drugD



ASTD
ALTD
GTPD
HDLD
TGD
LDLD
nonHDLD
BSD
HbA1cD
UAD
赤血球D
HemoD;
hemaD
尿蛋白D
尿鮮血D
yubinD
addressD
hospD
TELD
医師D

以下は、当院検診の上記以降の項目を、実際のデータに変更したい
時は、



下記の項目名が、実際のデータに変換されます。

komoku13D
komoku14D;
komoku15D
komoku16D
komoku17D
komoku18D
komoku19D
komoku20D
komoku21D
komoku22D
komoku23D
komoku24D
komoku25D
komoku26D
komoku27D
komoku28D



【体重、血圧などをRS_Baseに
登録する方法】
【体重、血圧などをRS_Baseに登録する方法】

1) 電子カルテの血圧、体重のデータを読み込む（ダイナミクスくら
いかと思います）

2) 血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 院内検査項目登録 
　に検査項目を登録してから、院内血液データとして登録

3) RS_Commと接続可能な、血圧計、身長、体重計を使用している
施設が希にあり。

のいずれかが一般的かと思います。

【血圧、体重などを血液テーブルで非表示指定する。】
尚、収縮期血圧、拡張期血圧、身長、体重、脈拍、などを読み込み
それらを血液データテーブルに表示すると、頻度の多い、血圧など
しか
表示されないことになるので、これらバイタルの項目は通常、

血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 完全非表示血液



に、血圧、体重などを登録しておき、血圧、体重などの表示は、
バイタルとして別テーブルに表示するのが一般的です。

注）選択枝の中に指定項目がない場合は、完全非表示血液 画面上部
の
【設定ファイル】をクリックして、直接、非表示項目名を 登録して
保存してください。
（メモ帳で保存する場合は、下部の文字コードでANSIを指定して
保存してください）

尚、患者画面で血液データを入力する方法は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 検査歴画面院内入力
に登録すると、患者画面に入力カラムが表示されます。



【画像系の検査が10年分しか表
示されない】
【画像系の検査が10年分しか表示されない】

画像系の検査が10年分しか表示されない、という状況があります
が、
これは、RS_Baseを作った1998年当初のCPUが、100Mhz(現在は
4000MHz程度)
くらいであったため、表示スピードの関係で、表示可能年数を指定
出来る様に
していました。
　指定方法は、基本情報、(21)  表示年数

にて指定しますが、ここを10に指定すると、10年分の検査履歴のみ
が
表示されます。

　ただ、PostgreSQL版では、指定に関係なく全件表示されます。



【項目同一設定】
【項目同一設定】

血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 項目同一設定。

項目同一設定の単純な使い方は、血液の項目名を短くして表示した
い
等の場合に、HCVRNA定量(ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR) ⇒ HCVRNA定量 などと指定
すると
HCVRNA定量(ﾘｱﾙﾀｲﾑPCR) という検査が、HCVRNA定量 と表示され
ます。

一方、やや複雑な使い方として、RS_Baseでは、
血液データの項目コードが異なれば、別の時系列として登録されて
いきますが、別の時系列でデータが保存されていても、血液項目名
が
同じ場合は、複数の時系列でも一つの行のデータとして表示されま
す。

項目同一設定という機能は、血液データを表示する時に血液の項目
名を変更
する機能で(オリジナルのデータは変更されません)、



左の入力カラムに指定した項目名 or 検査コードを　右側のカラムの
項目名に
変更してから血液データを表示します。
　　つまり、WBCという院内項目と、白血球数という検査センター
を
一つの時系列で表示したい場合は、項目同一設定にて
WBC　⇒　白血球数　と指定すれば、WBCという項目名は、白血球
数
という項目名に表示する時に変換されるため、一つの時系列で表示
されます。

ただ、両者で単位が異なる等ある場合は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 相対値　の設定にて、
値を　10倍　1/10にしたり、さらに、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 基準値　の設定にて
基準値の変更しても必要になる場合がほとんどです。



【項目同一設定】上記がon でも
同一テーブルに表示しない検査名
【項目同一設定】上記がon でも同一テーブルに表示しない検査名

検査センターによっては、各種抗体検査の結果が、
抗体価、クラス、濃度、EIA値、判定、ハンテイ、インデックス　な
どなど、
どのような抗体の検査であっても、検査項目名が同じで返ってくる
場合が
多いようです。

その場合、RS_Baseの同じ項目名は、一つの時系列に表示するとい
う仕様が
ありますので、本来3個ある抗体価の一つしか表示されないという
ような
事象が発生します。

その場合は、血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 項目同一設定
内の
上記がon でも同一テーブルに表示しない検査名　のカラムに、
抗体価、クラス、濃度、EIA値、判定　などを登録しておけば、別々
に



表示され、これらの設定は行なうことは必須になります。

尚、抗体測定の項目数は多いので、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 項目同一設定　にて
左側にコードを指定して、右側に　HBs抗体価　などのように
検査名を変更表示することは可能ですが、通常抗体価などの種類は
多いため、これを行うのは現実的ではないと思います。　

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/6/8/68ddddb5.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/6/8/68ddddb5.png




【血液の復活Data】
血液データを単独表示した画面の　血液テーブルの右上に
復活Data　というリンクがありますが、これをクリックすると
過去の当該患者様の血液データのバックアップが抽出されます。
（直近のデータを読み込む前のファイルが一番新しいファイルにな
ります）

尚、血液データは、RS_Baseサーバー内の下記の3つのファイルに分
かれており、
public_html\labo\ID末尾数字\ID.txt ⇒(臨床検査センターからのデ
ータ）
（例：public_html\labo\4\1234.txt)

public_html\labo\ID末尾数字\(BP)ID.txt⇒ RS_Comm等からのデ
ータ
（例：public_html\labo\4\(BP)1234.txt)

public_html\labo\ID末尾数字\IDa.txt ⇒ 院内手入力データ
（例：public_html\labo\4\1234a.txt)

復活Data にて抽出されるファイルは、その日付より一つ昔のデー
タになり



c:/gazou/(20250309)1234.txt
c:/gazou/(20250309)(BP)1234.txt
c:/gazou/(20250309)1234a.txt

の様に、日付のデータが付加されていますので、その中から新しい
日付のデータで
問題がなさそうなものを、1234.txt　(BP)1234.txt　1234a.txt の様
に
ファイル名を変更してサーバーに上書きするという方法になりま
す。
　尚、直近のデータは通常ありませんので、再度読み込ませる必要
があります。

参考）
-----------------------------------------------
復活データとなるファイルは サーバーの下記ホルダーにありますが
臨床検査センター、RS_Comm : public_html\laboout\day
院内手入力 : public_html\laboin\day
laboout/pre pre1 pre2    laboin/pre pre1 pre2  などにも、過去のデ
ータファイルがあります。

尚、眼科系の眼圧等のオリジナルは public_html\data_eye にありま
すが、



バックアップは、public_html\labo_eye にあります。
-----------------------------------------------

------------------------------------------------------------------------------------
---------------
臨床検査センターからのデータが万が一壊れた場合は、血液単独画
面下部の■■ 過去の臨床検査センターのデータ抽出】 ■■

から、データを復元させることがほとんどですが、それが使用出来
ない場合は、
上述の復活Dataを利用した後、それに直近のデータを再度読み込ま
せるという
復活方法になります。
------------------------------------------------------------------------------------
---------------

【院内手入力血液データの異常】が起きた時の実際の返信内容

血液データは、RS_Baseサーバー内の下記の3つのファイルに分かれ
ており、

public_html\labo\ID末尾数字\ID.txt ⇒(臨床検査センターからのデー
タ）



（例：public_html\labo\4\1234.txt)

public_html\labo\ID末尾数字\(BP)ID.txt⇒ RS_Comm等からのデータ
（例：public_html\labo\4\(BP)1234.txt)

public_html\labo\ID末尾数字\IDa.txt ⇒ 院内手入力データ
（例：public_html\labo\4\1234a.txt)

今回、院内手入力データで問題が起こっているのは、上述IDa.txt に
異常がおこっている
状態で、ご報告の状況から現状のデータを修復するのは困難と思わ
れますので、

一回 or 二回前のバックアップデータに戻した後、直近のデータは、
再度手入力して頂くということになり、お手数をおかけします。

方法としましては、
1) 通常の血液単独画面の 上部のリンク【血file出力】をクリックす
ると、
　現在の　ID.txt、(BP)ID.txt、 IDa.txt　及び、その他の
　血液系設定ファイルの一部が gazou フォルダーに出力されますの
で、
　これで、現状のデータが退避（コピー）されます。



　この IDa.txt を開いてみていただきますと、本来の
　項目名、基準値、データ、データ、データ　という状況になって
いないものと思われます。

2) 血液単独画面の右上の、復活データをクリックしていただきます
と、
過去の ID.txt、(BP)ID.txt、 IDa.txt が gazouフォルダーに抽出され
(少し時間がかかります)、
ID 1234方の場合でしたら、院内データファイルは、
　c:/gazou/(20210309)1234a.txt
　c:/gazou/(20220608)1234a.txt
　c:/gazou/(20230823)1234a.txt

の様に、IDの後ろに a のついたファイルとして、バックアップされ
た時の
日付が追加されたファイルとして出力されます。
(バックアップファイルの内容は、日付の一回前のデータファイルに
なります）

この院内のファイルを開いていただきますと、
　項目名、基準値、データ、データ、データ　となっていると
通常は正常はファイルになります。



IDが1234 の場合は、正常なバックアップファイルを、1234a.txt　
とrenameしていただき、
サーバーのpublic_html\labo\4\1234a.txt としてコピーしていただく
と直近のデータは
消失した状態で表示されるかと思います（一回前のバックアップデ
ータになるので）。

その後、お手数ですが、現在のgazou フォルダー内のIDa.txt あるい
は、
現在表示されている血液画面の内容から、直近の院内手入力のデー
タを
推定するなどして、直近のデータを再度ご入力をお願いいたしま
す。

---------------------------------------------
尚、PostgreSQL版をご使用の場合は、

尚、基本情報、(285) 血液データPostgres を yes にしておくと、
PostgreSQLにもデータが登録されますので、何かの時に入力した時
の
データが参照可能になる可能性が高いです。
（全端末 で、yes 指定をお願いします）

注）(285) 血液データPostgresが yes_old 、yes_read などだと



データ全体をテキストではなく、PostgreSQLに引っ越す必要があり
ますので
あくまで、yes 指定でお願いします。
---------------------------------------------



■■ 過去の臨床検査センターのデ
ータ抽出】 ■■　血液データの異
常
【過去の臨床検査センターのデータ抽出】

臨床検査センターからの血液データファイルが何らかの原因で障害
されたときには

当該患者様の血液単独画面下部の

■■ 過去の臨床検査センターのデータ抽出】 ■■

http://localhost:8080/~rsn/gamma.cgi?labo_multi_pt=5005


のクリックで下記表示になります。

【1】【c:\gazou\LIST.txt データ抽出するidリストに【ID】 を登録
しました。】
(2)【ここをクリックしてください。】→ 読み込ませるデータを
(labo_oフォルダ)から抽出します。

(3)【クリック】 患者血液データ : ID.txt を c:\gazouに移動す
る】 及び labo_all.csv を c:/labo/labo_all.csv へコピーする。

http://localhost:8080/~rsn/gamma.cgi?labo_remake_txt=c:/labo
http://localhost:8080/~rsn/gamma.cgi?labo_remake_txt=c:/labo
http://localhost:8080/~rsn/gamma.cgi?all=labo_id_move
http://localhost:8080/~rsn/gamma.cgi?all=labo_id_move


【4】【クリック】 血液データを読み込ませる

この表示の中の (2) (3) (4) を順次クリックして行けば、当該患者
の過去の検査センターのデータを
読み込み直して、今までの臨床検査センターの全データファイルが
作成された後 (2) 、
障害されたデータ(ID.txt)をgazouホルダーに退避し(3) 、
再度当該患者の ID.txt の血液データが作りなおされます(4) 。

尚、 (2) に関しては、過去のデータから当該患者様のデータを抽出
するために
多少時間がかかります。

臨床検査センターからの血液データファイルは、サーバーの
public_html\labo_o に
そのままバックアップ保存されており、そこからデータ抽出 (2) が
行なわれます。

以上で、臨床検査センターからの血液データ ID.txt が正しく再構
築されます。
（患者さんの臨床検査センターからの血液データは、サーバーの　
　public_html\labo\ID末尾数字(0-9)\ID.txt になります。）



正しくID.txt が構築され、血液データが正しく表示されたら、
gazouホルダーに退避された、ID.txt は削除しても構いませんが、念
のため、
どこか別のところに保存しておいた方が安全かもしれません。

注）複数IDの患者データを抽出したいとき

上記画面が表示されたときに、(1)の記載にある c:\gazou\LIST.txt
に、データを修復するIDの記載があるのですが、c:\gazou\LIST.txt
を開いて、
123
101
5684

などと、複数IDを追加入力して、保存すると、(2) (3) (4) とクリ
ック
にて、複数のIDのデータが c:/labo/labo_all.csv に抽出されます。
　 



テ キ ス ト 版 の 予 約 か ら
PostgreSQL版の予約への移行方
法
現在の予約が
http://localhost/~rsn/yoyaku.cgi であれば、データフォルダは
サーバーの public_html\yoyaku です。

http://localhost/~rsn/yoyaku2.cgi　なら
サーバーの public_html\yoyaku2

一方、
PostgreSQL版は、
http://localhost/~rsn/yoyaku1_ps.cgi　なら
サーバーの public_html\yoyaku1_ps

http://localhost/~rsn/yoyaku2_ps.cgi　なら
サーバーの public_html\yoyaku2_ps

がデータフォルダになります。

--------------------------------------------------------
テキスト版予約からポスグレ版予約への引っ越し方法。



--------------------------------------------------------
http://localhost/~rsn/yoyaku.cgi　から、
http://localhost/~rsn/yoyaku1_ps.cgi　に引っ越すには

public_html\yoyaku1_ps が存在すれば、yoyaku1_ps_none
などと　rename する。（このフォルダは今後不要ですが、念の為
削除せず、rename で残しておく）

(1) 予約テキストデータのコピー
サーバーの public_html\yoyaku　フォルダをコピーした後
コピーしたフォルダを　public_html\yoyaku1_ps　とrename する。

(2)
⇒今まで使用していた予約の設定内容を新しい予約にコピー
　　yoyaku.cgi の 時間 Title 検査 の指定を開いて、
　　yoyaku1_ps.cgi の時間 Title 検査 の設定にコピーして、
　　両予約の設定を同じにする。
#-------------------------------

以上で、Postges版を使用して、
予約日を開くと、上記(1)でフォルダコピーしたデータが表示され、
その日の予約の決定ボタンを押した時にPostgreSQLに登録されてい
きます。



　つまり、今までのテキスト予約が、一括で PostgreSQLに登録され
て
　行くわけではありませんが、使って行く内に全部がPostgreSQLに
　登録されていると思われます。

KeyWord : postgre



RSB診療と他のアプリとの連携方
法
【RSB診療と他のアプリとの連携方法】

RSB診療の画面は、他のシステムから、当該クライアントの
public_html\receiptID.dat を作成し、その中にID番号を記載すれば
RSB診療がそのIDを読み込んで、画面が切り替わります。

他のシステムとは、たとえば、
ダイナミクスの病名記載漏れチェックソフトであるCCIや
ダイナミクスのレセプト画面の　次へ　前へ　のボタンです。

RSB診療が正しく動作しているかどうかの確認は、RSB診療を立ち上
げておいて
public_html\receiptID.dat というファイルを作成し、そこにID番号
を記載して保存
すれば、RSB診療の画面が変わることが確認できます。

尚、RS_Baseがlocalhost でのアクセスではなく、サーバーIPアクセ
スの
場合は、クライアントIPが　192.168.10.10と仮定した場合、RSB診
療との



連携ファイルは、public_html\receiptID.dat ではなく、
public_html\(192.168.10.10)receiptID.dat　となります。



・ダイナミクスから患者情報を読
込む方法
【ダイナミクスから患者情報を読込む方法】
テキスト版のRS_Baseに、ダイナミクスから全患者情報を読込ませ
る方法は、
1) ダイナミクスで S-ID: を行なう(10秒～数十秒で患者情報ファイ
ル出力)。次に、
2) RS_Baseのトップ画面を立ち上げると、
　C:/RSB_TEMP/Dyna_RS.txt(ダイナミクス)からの患者情報を取得
しました。
　

　と赤く表示され (表示されない場合は、1) 2) を再施行)、
　RS_Baseの全患者情報(サーバーのpublic_html\data\name.csv)が更
新されます。

注）ダイナミクスからの患者情報を読込むには、基本情報　(54)  ダ
イナミクスを使用

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/e/9/e9b14f98.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/e/9/e9b14f98.png


　　に、Dynamics.mdb or RSB.mdbを指定しておく必要がありま
す。

注）ダイナミクスで枝番がある場合は、主保険にチェックが入って
いる方が、
　RS_Baseでの患者情報になります。さらに、ダイナミクス職業欄
に、名前と
　入っている場合は、その枝番カルテの患者情報になります。

3)画像系の検査歴の患者情報を一括で更新したい場合は、
　RS_Base 基本情報、(http://localhost/~rsn/2001.cgi?set_up=) 内
の
　(8) の下の ID関連付　ボタンをクリックすれば、RS_Baseに登録
されている
　画像系検査歴の、患者情報が全て更新されます。
　

注）ID関連付　を行なうときは、他の端末でRS_Baseのデータが登
録されて

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/6/c/6c35905e.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/6/c/6c35905e.png


　　いない時間帯に、出来るだけ行なってください。（データ安全
のため）

尚、ID関連づけで何が行なわれるかは、【ID関連づけで何が行なわ
れるか】
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705228.html　をご参照くだ
さい。

また、電子カルテ ダイナミクスとの連携
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19713234.html　も、RS_Baseと
ダイナミクスの
連携に関して、ご参照ください。

一方、
ダイナミクスからテキスト版RS_Baseに患者情報を自動で読み込ま
せるには

基本情報、60)  web受付から新患自動登録  を  on_add を指定し
て、

Web受付　あるいは　BOX受付　を立ち上げておくと同時に、RSB
連携mdb 

https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705228.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19713234.html


を立ち上げ、リンクバーFREE が立ち上がっていれば、S-ID はしな
くても、
c:\RSB_TEMP\Dyna_RS_now.txt が自動で作成され、新患の患者情報
は、
RS_Baseに半自動追加されます。
　この指定にて、通常は、40秒以内で、患者情報は登録されます。

ただ、
必要に応じて、S-ID: を週に一度程度行った後、RS_BaseのTOP画面
を
立ち上げることにより、患者情報を全置換した方が、患者情報の更
新の
抜け落ちがないかと思います。

尚、2023年4月6日のバージョンから、下記他社連携の方法でも、
テキスト版RS_Baseにも患者情報が登録可能になっています。

【ダイナミクス他社連携での患者情報読み込み】
ダイナミクスからRS_Baseに患者情報を読み込ませる方法：

PostgreSQL化した一番最初に、全患者情報を読み込ませるには、
ダイナミクス S-ID にて患者情報を最新にした後、基本情報 (285)
・患者情報name.csvを → PostgreSQLへアップロード(外字を〓に変
換)(●)

http://localhost/~rsn/ecgME.cgi?name_pg_convert


の ●のクリックにて、PostgreSQLに一括登録されます。

その後の新患、患者情報変更の個々の登録は、
ダイナミクスのリンクバー、他社連携、連携設定>> にて、　　ホ
ルダーの指定： Drive:\Users\rsn\public_html\id_dynamics　　出力
のタイミング: 登録確認時　　カルテ番号の枝番：枝番あり!!!!!!　　
TEL2も出力：　チェックを入れる。

という設定にて、ダイナミクス表紙の　登録ボタンを　クリックす
るとpublic_html\id_dynamics に　その患者の患者情報が出力さ
れます。



それを　BOX 受付の下部、Pg患者情報読込 にて ”id_dynamics”
を選択

しておくと、BOX受付のリロードで、RS_Baseに患者情報が読み込
まれるという仕様です。（uketuke.cgi のweb受付でも読み込まれま
す）

尚、上記のダイナミクス他社連携での患者情報出力ですが、
2023年4月6日のバージョンから、テキスト版のRS_Baseでも、上
述の
ダイナミクスの他社連携の設定にて、kanja.txt が出力され、それが
BOX 受 付 の リ ロ ー ド で 、 テ キ ス ト 版 で の 患 者 情 報
public_html\data\name.csv に
登録されるようになっておいますが、他社連携では、保険情報は
RS_Baseには
反映されません。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/c/b/cba9484c.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/c/b/cba9484c.png


ファイリングしたPDFファイルを
編集、保存する。
【ファイリングしたPDFファイルを編集、保存する。】

pdfでファイリングされている検査も少なくないかと思いますが、
たとえば、健診データ　として、pdfをファイリングした後、
pdfに編集を加えたいときは、

基本情報、(3) _日付起動プログラム指定__ 　に

健診データ
C:\Program Files\Adobe\Acrobat DC\Acrobat\Acrobat.exe
file
pdf
を指定しておけば、pdf を編集したいときに、日付をクリックすれ
ば
Acrobat で pdf が開きますので、編集、保存ができる様です。

確かに、重要なものは、枠でも囲って、保存しとくと、再度見ると
きに
いいとは思いますが、なかなか、こまめでないと、続かないかもし
れません。



KEY: Acrobat、pdf編集、PDF編集、pdfファイル編集、PDFファイル
編集



新 画 面 の リ ン ク を 新 し い
windowsで画面を開く方法
新画面は、基本情報　(9) 【画面表示方法】　を 5
☆患者画面リンク、R検 を新画面にする を yes

とし、http://localhost/~rsn/N2017.cgi にアクセスすれば、新画面と
なるわけですが、

新画面左上の リンクテーブルのリンクは、　上部メニュー
設定＆検索　⇒ [リンク設定]　にて、追加変更ができますが、

たとえば、私の場合、予定を calendar2.cgi としていますが、
リンクのクリックにて、Edge chrome では、TABで開きますので、
指定の位置に開く場合は、リンクURLを

calendar2.cgi ではなく、

onClick=window.open(calendar2.cgi)

に変更すれば、calendar2.cgi で指定した、位置、サイズに開きま
す。
（どうも、Y軸の位置指定は反映されないようですが...)



指定の検査のみ表示件数を少なく
する方法
・指定の検査のみ表示件数を少なくする方法

RS_Baseの検査歴の表示に時間がかかるのは、その登録検査数と、
そのサムネール画像の表示になります。

サムネールの表示数は、基本情報
(43) 小画(サムネイル)アイコン表示数

になりますが、これを少なくすると、多少さみしくなります....

一方、胸部写真などで古い検査を表示させない方法は、基本情報
(3) 【直近のみ表示検査/表示件数】  で、

胸部写真/3  等の指定で、胸部写真が直近3回分のみ検査歴に
表示されます。
　ただ、検査名クリックでは、それより以前の検査も表示されま
す。



ファイリングしたPDFファイルの
jpgのサムネールを作成
ファイリングしたpdf のサムネールを作る場合は、

基本情報　(45(A) PDF からjpgサムネールを作る　を yes とし
その下の、
http://rsbase.net/version/2001/gs927w32full-gpl.zip (14MB) を
インストールし、
Gohostscript(exe)のフルパス　のカラムに、
C:/Program Files (x86)/gs/gs9.27/bin/gswin32.exe

などと、pdfから jpg を作成するソフトのフルパス指定してくださ
い。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/8/b/8b7776c0.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/8/b/8b7776c0.png


Edge or chrome でのテーブルス
ペースを調整する
・Edge or chrome でのテーブルスペースを調整する

2022年、IE11 が、原則立ち上がらなくなったということで、
Edge or chrome をお使いの施設も、徐々に増えていると思います
が、

血液テーブル、検査テーブルなどの、カラムの高さが　高くなった
なぁと
思われましたら、　基本情報　(45.5)

検査テーブルカラム縦縁サイズ(既定:3)
横縁スペース(既定:1)
血液テーブル縦スペース
患者画面血液縦

などで、お気に入りのスペースをご指定ください。



各種Dicom変換の機能を使用する
私信サポート（2024年からは、通常サポートでも可）の機能

・各種Dicomの機能を有効にする。

基本情報　⇒基本情報 285(D) medicalin_id.txtを作成するを yes に
指定しますと、そのクライアントにて、Dicom系の追加機能が
使用可能になります。

たとえば、jpg画像からDicomファイルを作成する機能ですが、

　従来画面では、登録検査の 連番クリックした画面に
　新画面では、登録検査の 【変更】のリンクをクリックした画面に

(JPGファイルをDicomに変換する)　というリンクがありますので、
それを
クリックすると、”読影依頼に使用している画面”が開くのですが、
そこで
決定ボタンを押せば、Dicomファイルが作成され、上部に

【フォルダー(C:/dicom_output/dicom)を開きます(Click here)】



と表示されますので、それをクリックしてください。

尚、1度、その検査で、Dicomを作成していますと、すでに作成済で
す
と表示されますので、その場合は、上記画面内の、再送可□　に
チェックをいれて、決定ボタンをクリックしてください。

ファイルの出力先は、
　基本情報　(85):読影依頼出力フォルダー　に指定したフォルダー
下の
　検査患者別のフォルダーに作成されます。 

　(85):読影依頼出力フォルダーの既定はc:/dicom_output になって
います。



血圧と血液データを一緒に印刷す
る。
・血圧と血液データを一緒に印刷する。

血圧などは、完全非表示　の項目に指定する場合がほとんどです
が、
紹介のための印刷時に、血液と血圧を一緒に印刷したい場合も
あります。

その場合は、[20]　というボタンで20回分の血液データを表示さ
せ、
印刷したい日付にチェックを入れ、血液テーブルの上にある
血圧・体重□　にチェックを入れて、印刷ボタンをクリックする
と、

通常の血液データの他にに血圧など、完全非表示に指定されている
項目も
表示され、印刷可能です。



血液グラフ印刷時のオプション
・血液グラフ印刷時のオプション

血液グラフを表示させた後、印刷　ボタンをクリックして、印刷に
なりますが、

印刷時、チェック可能なオプションは、

L□ ⇒ 薬歴の左右の薬タイトルを表示
M□ ⇒ グラフの上の薬歴を表示
data、平均の選択 ⇒ 生データ and/or 季節ごとの平均の表示
E□ ⇒ イベントが登録されていれば、表示

となっています



・フクダ電子の心電図ファイルの
フィリング方法
【フクダ電子の心電図ファイルのフィリング方法】

http://rsbase.net/RSB-PROG/FukudaOnline64.zip  をダウンロードし
public_html\FukudaOnline64 フォルダーとしてコピーしてくださ
い。

次に、public_html\FukudaOnline64\setup.exe をダブルクリックし

ソ フ ト が イ ン ス ト ー ル さ れ た フ ォ ル ダ ー の 、
「Fukuda_LAN_RS_Base.exe」を常時
立ち上げておき、このソフトが心電計とのやりとりを行います。
（心電計側の設定は、フクダ電子さん）

Fukuda_LAN_RS_Base.exe を立ち上げると、動作設定 という
ボタンがあり、既定で、データ登録先は c:\FUKUDA_ECG になって
いますので、

C:\FUKUDA_ECG　フォルダを、手動で作成してください。

RS_Base側の設定は、



RS_Base基本情報(92)　C:\FUKUDA_ECG\ORG
と指定していただくと、
RS_Baseトップ画面上部の　[ECG]　をクリックすると、
ファイリングされます。

注）
RS_Base基本情報(92)の指定は、C:\FUKUDA_ECG ではなく、
C:\FUKUDA_ECG\ORG になります。

半自動で読み込む場合は、RS_Auto 系で行うか、
(93)  BOX受付:ECG(RS_Comm)を読込 を on にして、
BOX受付で、読み込むかのいずれかになります。

挙動としましては、本年であれば、
心電図ファイルが、下記フォルダーに出力され、
C:\FUKUDA_ECG\ORG\2024
ファイリングが完了すると、ファイリングされた心電図ファイル
は、
C:\FUKUDA_ECG\ORG\2024\022-12 に移動されます。

最後に、フクダ電子の心電図ファイルの拡張子は .ECG ですので、
拡張子 ECG のファイルを
Drive:\Users\rsn\public_html\denshi\FEV-05.exe に関連づけて
おいた方がいいでしょう。



side_showで抽出表示させる文
字列
・side_showで抽出表示させる文字列 

予防接種に関して、所見に記載して、所見内容がRS_Baseに
読み込まれていれば、基本情報
(73)  side_showで抽出表示させる文字列 (所見)

に　接種　と指定しておけば、インフルエンザ、新型コロナの予防
接種も
いつ行ったか、side_show に表示され、この時期はなにかと薬に立
つかも
しれません。

大体、インフルエンザ予防接種のシーズンが過ぎると、上記指定を
外すの
ですが、コロナワクチンのこともあり、ずっと指定を残しておいた
方が役に
たつかもです。



個人別の完全非表示血液
・個人別の完全非表示血液

血LIST ⇒　完全非表示血液に登録したものは、全患者共通ですが、

患者画面から　血LIST 、完全非表示血液　を表示した場合、
画面上部の  "←チェックを入れて個人別設定を行う"　にチェックを
入れて、
項目を指定すると、その患者さんのみの、完全非表示に変更可能で
す。

受診毎に近い形で採血を行っている場合は、血圧、体重も同じテー
ブルに
表示されていた方が、いい場合があるかもしれません。



画像系の検査項目の表示名変更
・画像系の検査項目の表示名変更

画像系の検査項目の変更ですが、データベース自体の項目名を
変更する方法もありますが、データベースを変更するのは
少々勇気がいる操作ですので、

画像系の検査歴の下の
・【表示画像検査名変更指定】 腹部レントゲン,腹部写真 :Click
Here

をクリックして、例として
腹部レントゲン,腹部写真　と登録すれば、

今まで腹部レントゲンと表示されたいたものが、腹部写真と検査歴
には
表示されます。

検査項目名をやたら長く登録されている施設があり、表示テーブル
が
横に伸びて見にくいですので、検査名をもう少しコンパクトに表示
したい場合はご指定ください。（指定を削除すれば、また元の状態



に戻ります）

尚、検査名が変わるのは、検査ストのテーブル内だけになります。



・紹介状の記載に関して
【紹介状の記載に関して】

1) 医師情報を登録する。
　紹介状入力画面で決定をする時に、医師名の右側の　リスト登録
□
　にチェックをいれて決定すると登録されます。

　登録された医師は、病院名選択：　あるいは
　病院名入力自動セレクト　への　検索文字入力で　抽出可能で
す。

2) 紹介状の本文で、赤文字&Bold
　紹介状の本文内容の一部を　;;Covid19陽性;;;　の様に、最初に
　コロン二つ、最後にコロン３つで挟むと、その文字は、赤字 Bold
になります。

3) 紹介状の内容が少なくて、本文の行間を少し広くしたい場合は、
　本文記入カラムの上に　行間：で選択するところがあります。
　100%だと、少し行間がくっつきすぎ感あります。

4)紹介状のヘッダー、フッダー



　最近のバージョンでは、紹介状のヘッダーの後、フッターの前に
　改行は入りません。
　　あらかじめ改行を追加したい場合は、(br) を追加してください

　たとえば、基本情報、(8)紹介ヘッダ　ボタンのヘッダ、フッダ登
録にて

　いつもお世話になっております。(br)
　(br)ご高診、御加療よろしくお願いいたします。

の様な記載になりますが、紹介状本文に改行を追加した方が、柔軟
性が
あるようには思います。



URLのアプリ化
・URLのアプリ化

RS_Base　あるいは、BOX受付などをchrome Edge にて、
指定のサイズ、位置に表示したい場合は、アプリ化をして、
起動することをお勧めいたします。

下記、その説明 pdf
http://www.rsbase.net/RSB/Apri_web.pdf



スタートアップフォルダーはどこ
だ。
・スタートアップフォルダーはどこだ。

スタートアップのフォルダーを探しにくい事がありますが、その場
合は、

RS_Base新画面、ファイル⇒window shell で表示されるリスト内に

本PCのIP
コントロールパネル
スタートアップ
SendTo

など、すぐにアクセス可能ですので、覚えておいて損はありませ
ん。

ちなみに、従来患者画面からですと、side_show の上の方の
【新画面】 をクリックして、新画面を表示させた後、
ファイル⇒window shell 　となります。



・複数検査画像比較表示リストを
カスタマイズ
画像の検査歴の下に、”複数検査画像比較表示”　というのがありま
すが、
検査を複数指定して、Dicomなどを立ち上げることが可能です。

たまにしか使用しないと思いますが、一応、複数検査画像比較表示
のリストの下に、

★比較検査表示順 
★上記リストに表示しない検査を指定 

というのがありますので、当院検診、紹介状などなど、比較する事
はない
検査は、上記で指定して、非表示にし、必要に応じて、ここで表示
する
検査リストも、表示順を指定しておくと、使いやすいかも知れませ
ん。



port80を確認するためのソフト
・port80を確認するためのソフト

Apacheは port80 を使用しますが、port80が競合して使えない場合
は
なにがport80を使っているかの確認が必要になりますが、

例えば下記ソフトでportを使用しているものを確認
https://www.vector.co.jp/download/file/winnt/net/fh522
236.html

私のPCでは、port80 は httpd が使用しており、そのhttpd をダブル
クリック
してみると、そのソフトが確認できます。

http://rsbase.net/GY/sample/port80.PNG

https://www.vector.co.jp/download/file/winnt/net/fh522236.html
https://www.vector.co.jp/download/file/winnt/net/fh522236.html
http://rsbase.net/GY/sample/port80.PNG


【特定のIDへのアクセス制限方
法】
【特定のIDへのアクセス制限方法】

患選画面を表示
http://localhost/~rsn/2003.cgi?patient_sample

【SV】は on で　すべての端末がサーバーの患選データを参照する
ように
なっていることを確認する

患選30　をクリックして、入力画面を表示する。

非表示にしたい患者IDを複数入力し、コメントのところに PASS と
入力し、
決定する。
　この時、入力画面最下部の　患者ID入力決定・変更 □□の
二か所ともにチェックを入れて、決定をしないと、登録されませ
ん。
（安易に変更できないようにするため、患選30だけこのようになっ
ています）



以上で、患選30に ID が登録され、コメント欄には PASS と入力さ
れた方の場合は、
患者画面、血液画面、診療画面、新画面を開いても非表示になりま
す。

ただ、基本情報 (280)非表示ID表示 が　yes になっている端末のみ
上記の指定は、関係なく、すべて閲覧できます。



診療データの自動バックアップフ
ァイル
【診療データの自動バックアップファイル】

診療データの自動バックアップが、サーバーの

public_html\backup_sh_sin\20xx　に年ごとにあります。

これらのバックアップは、意外に容量をくっているようで、3年以
上前の
年フォルダーは削除をした方がいいでしょう
（削除をしなくても、動作に影響はありませんが、容量が小さくな
いので....)

尚、新画面では、ファイル, windows shell ⇒診療Backup のクリック
にて
public_html\backup_sh_sin フォルダーが開きます。



血液の指定項目のみを印刷する
あまり使う機能ではありませんが、血液の印刷時に、
1) 指定項目のみを印刷する
2) 指定した項目を印刷から外す

という機能がありますが、上記は、血液テーブルの上の、 ”項目非
表示”　の
チェックがないと、上記 1) となり、 チェックがあると上記 2) にな
ります。

このチェックの既定で、チェックの有無をどちらかにするかは、
基本情報 164 ”項目非表示check” にて指定します。



新画面での各種レポートのショー
トカット
・新画面での各種レポートのショートカット

いろいろな問診Like なものがRS_Baseにはありますが、その問診を
登録して
登録した日付の検査をクリックして、という2アクションになりま
すが、

新画面のメニュー "患者Data" には、レポートというのがあり、現
在、

当院検診
CHADS-RS
HDS-R
DAS28RS
SAS問診
顔面神経RS
FS-RS
【指定File】
などが登録されています。



新規に登録は　問診のURLを確認し、上記リストの 【指定File】　
を
クリックしての登録になりますが、他の問診の登録はやや難しい感
じがします。



画像系検査名の背景色を指定す
る。
画像系の検査名の登録は、基本情報 (8) 検査項目　ボタンでの
追加になりますがここで追加されている検査は、

基本情報、(191)  【検査項目の背景色を設定】　にて、その検査の
背景色をを指定できます。　色に関しては、

黄色 FFFFA0
黄緑 DFFFBF
淡青色 EAFFFF

などなどです。実際の色は、パステルカラーからご選択ください。
（ここの設定では、最初の尾 シャープを除いたもの）
https://www.colordic.org/p

https://www.colordic.org/p


成長曲線の表示
成長曲線は、鳥取の中山先生のアプリを使わせていただいており、
その
アプリは動作しますが、RS_Base側から、身長、体重が正しく出力
されて
いるかどうかが ?? です。

http://rsbase.net/GY/sample/seityo.PNG (表示サンプル)
-----------------------------------------------------------------------

> RSbaseの成長曲線について、クリックするとアプリが必要となり
ますが、
> 　何かインストール必要でしょうか。

java が必要ですが、すでにインストールされていることも多いで
す。
https://www.oracle.com/jp/java/

基本情報で下記を yes (既定はyes)
(281)  D-BOXとの連携 (RSB_ImportRequest),成長曲線(data)の作成

以上の環境で、患者画面の(成長)のリンク をクリックすると、成長



曲線のアプリが立ち上がります。

成長曲線のアプリが立ち上がったら、成長曲線の画面下部の設定の
ところに、
C:\RSB_TEMP\seityo\data.csv (sjis) 　あるいは、
C:\RSB_TEMP\seityo\data_UTF.csv (utf)
を指定してください。（環境により、文字化けしない方を指定 通常
sjis）
（これを一度指定しておくと、次回からはそれを記憶していますの
で以後、設定不要です）

------------------------------------------------------------------------
注）サーバー IPアクセスですと、クライアントの  IPが
192.168.1.200 と仮定した場合、

1) サーバーIPでクライアントで dicom Viewer、心電図Viewer 等が
開く様に設定になっている。
3) クライアントの C:\RSBASE\RSB_public_html\growthchart.jar　が
存在している。
（存在していない場合は、サーバーの public_html\growthchart.jar　
からコピーする。



以上の条件にて、RS_Baseの患者画面を表示すると、成長曲線用の
データが、
クライアントの 下記の二つ(sjis UTF)、作成されます。

　C:\RSBASE\RSB_public_html\seityo\data192.168.1.200.csv
　C:\RSBASE\RSB_public_html\seityo\data_UTF192.168.1.200.csv

次に、患者画面内の　成長　をクリックすると、成長曲線のアプリ
が立ち上がりまずので、
成長曲線のデータを読み込むために、成長曲線アプリの画面下部の
設定のところに、
　 C:\RSBASE\RSB_public_html\seityo\data192.168.1.200.csv (sjis)　
あるいは
　 C:\RSBASE\RSB_public_html\seityo\data_UTF192.168.1.200.csv
(UTF)

　を指定してください。（環境により、文字化けしない方を指定し
てください。通常 sjis）
（これを一度指定しておくと、次回からはそれを記憶していますの
で以後、設定不要です）



RS_Baseの受付の (伝SV)　(伝
CL)　
RS_Baseの受付には (伝SV)　(伝CL)　というリンクがあります。

(伝SV)：をクリックして記載した内容は、全ての端末のBOX受付で
表示され
(伝CL)：をクリックして記載した内容は、そのクライアントだけで
表示されます。

覚書や、職員への通知を忘れないようにするときなどに使用しま
す。

ただ、サーバーIPアクセスの施設様は、(伝CL)でも、全ての端末に
反映するような
気がします...。



薬歴グラフ & 薬歴グラフの薬項
目統一
【薬歴グラフ & 薬歴グラフの薬項目統一】

血液グラフの上に、薬歴のバーグラフを表示するには、血液グラフ
の下に表示される薬のリストで表示したいものにチェックを入れ
て、【薬歴内容の決定】ボタンで登録され、血液グラフの再表示で
薬歴バーグラフが表示されます。

ただ、2023年、後発品の品不足で薬のメーカーを変更せざる終え
ず、同じ薬名として薬歴バーに表示させる設定もちょっと続きませ
ん...。

一応、異なる薬名（同じ効能）の薬を一つの薬歴に表示する方法は
下記になります。

血液グラフの上の薬歴バーは、血液グラフ画面の下部の、
【薬歴グラフの薬項目統一】にて、指定を行なう。

指定方法としましては、血液グラフ下部の　グラフ初期化の下に、
薬歴グラフに表示されている投薬内容が表示されていますので、



それを、【薬歴グラフの薬項目統一】の画面の左側にコピーして
名前の変更指定を行います。　たとえば、

(薬)アムロジピン5mg「日医工」【1錠】　⇒　(薬)アムロジピン
5mg【1錠】
(薬)アムロジピン5mg「杏林」【1錠】　⇒　(薬)アムロジピン5mg
【1錠】
(薬)ノルバスク-5mg【1錠】　⇒　(薬)アムロジピン5mg【1錠】

といった感じです。

以上で、異なるメーカーのジェネリックも一つの薬歴に表示されま
すが、
出荷調整であまりに変わるので、設定をやる気が失せてしまいま
す。



注意惹起が必要な情報
本日、新画面で、　【重要】2020年7月：眼底問題なし。という、
背景が赤で目立つ色で表示された患者さんがおられました。

どこの記載がここに出ているのだろう？と探していてら、従来画面
の
備忘録に、【重要】文字列　と記載しておけば、赤く表示され、
結構目立ちました。

新画面では、上記備忘録を使用することは、ほぼなく
新画面 右上のカラムに、
【重要】 眼底出血あり 　とするか、
【赤】眼底出血あり 　とするとさらに目立つ位置に表示されます。

と記載するのが通常ですが、昔の名残、といった感じでした。



テキストエディターの導入の勧め
・テキストエディターの導入

最近、windowsの メモ帳の保存の既定が utf8 になり、それで保存す
ると
コードが sjis のRS_Baseでは文字化けをいたします。

よって、何か　エディターを導入して(たとえば、下記 NoEditor)を
https://www.vector.co.jp/download/file/winnt/writing/fh694467.html

txtの拡張子に関連づけられるプログラムを、エディターに指定して
いた方が
何かとトラブルになりません。

また、今回の　UCG所見、USG所見の 基準値、選択肢の指定も
全角スペースを入れていただくシーンがありますが、エディターで
すと
スペースが全角か、半角か一目でわかりますので、その点において
も、
エディターの導入をお勧めいたします。



Apache24 msvcr100.dll があり
ません...
・Apache24 msvcr100.dll がありません...

RS_Base用の Apache は下記になりますが、
///////////////////////////////////////////////////////////////////////
apache2.4
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_C.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_D.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_E.zip
立ち上げるのは apache.exe ではなく、
　C:\Apache24_C\bin\httpd.exe になります。
　D:\Apache24_D\bin\httpd.exe になります。
　E:\Apache24_E\bin\httpd.exe になります。
///////////////////////////////////////////////////////////////////////
Apache24 では、環境によって、 msvcr100.dll がありません
と出る場合があるようです。その場合、
32ビット環境用： Microsoft Visual C++ 2010 再頒布可能パッケージ
(x86)
http://rsbase.net/KW/vcredist_x86.zip
をインストールしてみてください。

http://rsbase.net/version/apache/Apache24_C.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_D.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_E.zip
http://rsbase.net/KW/vcredist_x86.zip


　”新しいバージョンのMicrosoft Visual C＋＋2010 Redistrbutableが
コンピューター上で検出"
等で、インストール出来ない場合は、

下記をダウンロード、解凍し
http://rsbase.net/version/apache/msvcr100.zip

解凍して出来た、msvcr100.dll を　
C:\Windows\System32\msvcr100.dll としてコピーしてみてくださ
い。
///////////////////////////////////////////////////////////////////////

尚、Apache系を立ち上げてすぐに閉じてしまう場合は、Port80に
関して下記をご参照ください。
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705162.html

http://rsbase.net/version/apache/msvcr100.zip
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705162.html


データベースのPostgeSQL化
【PostgreSQL化】

PostgreSQL化にて、登録検査、患者情報のデータ障害がほぼ起こら
ないので、
小(中)病院でも、今のところ導入可能で、PostgreSQL版を作る前の
様に
病院導入はお断りする、という事もなくなり、大きなメリットでは
あります。

テキスト版に関しては、テキストがデータベースにしては、頑張っ
ていると
思いますが、おそらくどこかで限界があり、プログラム的にも、30
年以上前の
検査は、ID関連付　を行っても、情報は変わりませんので、30年間
使用される前に、PostgreSQLにしていただいた方がベターではあり
ます。
（30年前の検査の診断や患者名の変更ができないというだけで、閲
覧は
　問題ありませんが）



30年間使用するというのは、ずっと先だと思っておりましたが、初
期のユーザー
は、すでに、20年を越しており、　私個人のために作り始めた、
RS_Baseという
ソフトも、長く続いたものです。

【関連リンク】
・PostgresSQL化の実際(要ID、PASS)
　
http://www.rsbase.net/version/postgres/PostgresSQL_RS
_new.pdf

・BOX受付によるPostgreSQLの自動バックアップ方法
　https://rsbase2023.blog.jp/archives/20141109.html

・血液データをPostgreSQL化する方法
　https://rsbase2023.blog.jp/archives/19732981.html

http://www.rsbase.net/version/postgres/PostgresSQL_RS_new.pdf
http://www.rsbase.net/version/postgres/PostgresSQL_RS_new.pdf
https://rsbase2023.blog.jp/archives/20141109.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19732981.html


webカメラでRS_Baseに動作を
保存する
・webカメラでRS_Baseに動作を保存する

患者さんとの診察中の状況を動画にするのもおつなもので、
のちのち、懐かしさを感じた入りします。

さて、
RS_Baseにて　web動画を表示する方法ですが、
FireFox がこの場合使いやすいということだったかと思います。

PCに zoom用などの、webカメラが付いていたら、FireFox にて、
http://localhost/~rsn/RSB_movie.cgi

にアクセスすれば表示されます。
（IEでは、だめで、Chromeでも表示されますが、カメラの選択など
FireFoxの方が使い勝手がよかったような記憶があります）

以前記載した、簡易過ぎる説明は、下記にあります。
http://localhost/~rsn/RS_Movie_Capture.pdf



RS_Baseのカレンダーの休日
・RS_Baseのカレンダーの休日

RS_Baseのカレンダー系の休日ですが、以前はプログラムで
代替え休日を計算したりしていましたが、平成から令和に変わった
ことや
オリンピックでのスポーツの日の一時的な祝日もあり、祝日は
データベースから拾ってくる方が楽だと観念いたしました。

現在、RS_Baseの祝日データは　サーバーの public_html\休日
data.txt
に下記のようなフォーマットで保存されています。

2020/9/21/,敬老の日
2020/9/22/,秋分の日
2020/11/3/,文化の日
2020/11/23/,勤労感謝の日

これに、
2025/12/1,学会のため休診
と追加すれば、RS_Baseのカレンダーに自身の予定が入ります。



・本年のデータベースが壊れた
【本年のデータベースが壊れた】

テキスト版のRS_Baseのデータベースは、2026年のものは
サーバーの public_html\data\data2026.csv になります。

テキスト版のデータベースで、書き換えが圧倒的に多いものが
本年のデータベースですが、同時書き込みなどでデータがおかしく
なることが稀にあるようです。

その2026年(本年)のデータベースがおかしくなった場合、その修復
方法
としましては、

登録情報
http://localhost/~rsn/kensin.cgi?torokujを表示して、

各年の連番などから、検査数などから、データ障害が本年
data2026.csv
であることをご確認ください。（データがおかしい年は、背景色が
黄色くなって
いるカラムがあります）

http://localhost/~rsn/kensin.cgi?torokuj


その public_html\data\data2026.csv の修復方法としましては、登録
情報画面の

(2) 2026 年のバックアップデータベースをサーバーにコピーする。　
【2026 Open BackupFile(14 時)】

をクリックし、次に、

(3) 2026年 のリンク切れフォルダーをチェックします(Click Here：
画面が移動します)。

をクリックすると、画面が変わり、
　データベース障害により、データベースから消えてしまった
画像フォルダー（リンク切れフォルダー）が表示されます。

次に、
(4)【リンク切れ(赤)を data2026.csv に追加】: Click Here
をクリック

5)→その後、　ID関連付　ボタンをクリック

以上で、修復されます。



尚、当年以外のデータベースがおかしい場合は、適切な【自動バッ
クアップ先】
などから、ファイルをコピーするのが確実です。

関連URL
【画像系検査のデータベースの自動バックアップ先】
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19708372.html

【ID関連づけで何が行なわれるか】
 https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705228.html

https://rsbase2023.blog.jp/archives/19708372.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19708372.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19708372.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705228.html


血液データをPostgreSQL化する
方法
【血液データをPostgreSQL化する方法】

注）2025-08-25版以降版では、本頁の終わりに、存在する血液デ
ータのIDを抽出後、それらをuploadする方法が追加されました
（IDが飛び飛びの施設では,こちらの方が便利です）

-------------------------------------------------------------------
☆院内手入力の項目に検査コードを指定する。
　院内項目に一つもコードの指定がない場合は、血LIST⇒院内検査
登録 での
　登録画面に、【コードに連番を入れる】が表示され、このクリッ
クにて
　コードに　1000からの連番が入ります。（その後登録ボタンクリ
ック）

　 コードの指定がない場合は、検査名の文字を含んだ文字列が、コ
ードになります。
-------------------------------------------------------------------

【血液データをPostgreSQL化する実際の方法】



1) 現在の PostgreSQLのバックアップを作成する。
 
2) 院内検査にコードを指定する。(院内項目指定画面)　←上述

3) Postgres 内の labo_tbl のデータを削除
    (Pg AdminIII にて、labo_tbl の上で、右クリック　抹消(T)

4) 基本情報 (285) ★テキストの血液データをPostgreSQLにupload
　をクリックし、画面を表示
　上部に、現在の labo_tbl 内のレコード数が表示されまが、上述 抹
消(T)
 　を行なっていると、０ になっています。



https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/0/6/06724ca1.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/0/6/06724ca1.png


5) 上部の、データのあるIDを抽出する　をクリックすると、
　血液データのあるID数が表示され、
　今回抽出したID(xxxxx個)を出力する(ID指定不要)
　にチェックが入りますので、その後、
　PostgreSQLへuploadする　ボタンを
　クリックすると、テキストの血液テータがPostgreSQLへuploadが
始まります。
（通常、1万のIDごとに、1-1.5時間程度の時間がかかります）

6) データのuploadが完了した後、全ての端末で、
(285)　血液データPostgres にて、　”yes_read_old” を指定する。

以上で、血液データのPostgreSQLの開始となります。

注）血液データをupload後、(285)　血液データPostgres　が yes の
ままの場合 は
　　血液データはテキストにもPostgreSQLにも登録されていきます
が、データの
　　読み込み先(read) は、テキストデータのままになります。
　　　ただ、PostgreSQLにもデータがあるので、下記URLにて、
SQL検索は可能です。



http://localhost/~rsn/gamma.cgi?SQL78

-------------------------------------------------------------------
★血液のPostgreSQL化導入直後の血液データのバックアップを作成
するため以下を行う。

導入直後に、【新画面】⇒ 【ファイル】⇒ 【PS_labo⇒CSV】をや
っておくと、
その時のlabo_tblの全データが、その日の日付フォルダーに年別のフ
ァイルで
テキスト出力されます。たとえば、
public_html\labo\ALL_labo_tbl\2024年12月14日

以後は、
public_html\labo\labo_tbl\2024年12月25日 という日別の
フォルダーに、直近2か月分のデータが、一日に一度自動保存され
ます。
⇒実際に出力されるかは、一度確認必要
-------------------------------------------------------------------
【2025-08-25版以降版】

☆画面上部に、【データのあるIDを抽出する。】のリンクを追加
　このクリックにて、血液データのあるID番号を、30秒以内に収集
します。



☆IDの抽出が終わった画面は下記になり、血液データのあるIDの数
が表示され、
　今回抽出したID (12345個) を出力する(ID指定不要)

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/4/7/4745ecec.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/4/7/4745ecec.png


というオプションに変り、上部の ID から　ID までの指定は不要
で、そのまま
血液データをPostgreSQLにuploadする。というボタンをクリックす
ると
血液データのあるIDのデータがPostgreSQLにuploadされていきま
す。
（サーバーPCで行なうと、1万のIDごとに、1-1.5時間程度の時間）



https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/1/e/1ef449f7.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/1/e/1ef449f7.png




PostgreSQLのIDをテキスト形式
に変えてみる。
PostgreSQL 版の id の桁数ですが　10桁未満(正確には 900000000
程度以下)
でないと、保存できない型式の様です

現在の 数字の型をテキストに変換する　SQL　と　元に戻す
SQL は下記になります。

ALTER TABLE name_tbl ALTER COLUMN id TYPE TEXT
ALTER TABLE name_tbl ALTER COLUMN id TYPE bigint USING
CAST(id AS bigint)

テキストにしてみましたが、IDの順番にて表示する患者テキスト
以外の部分は大体動作するようですが、実際には、しばらくそれで
使用してみないとわからないと思われます。
　また、他の PostgreSQL のテーブルのIDのフォーマットを
変更する必要があります。

一方、RS_Baseのために使用しているPerl ですが、15桁以上の
桁数の数字は扱えない様です。



KeyWord : postgre



ダ イ ナ ミ ク ス の 血 液 デ ー タ を
RS_Base用フォーマットに変換
する
・ダイナミクスの血液データをRS_Base用フォーマットに変換する
方法

1) ダイナミクスの　”検査新データ”  テーブルをテキストとして エ
キスポート
　すると、検査新データ.txt　というファイルになり、その内容は

2011/10/12 0:00:00,,104500,15," ヨ ミ ",,"HDL",,"53",,"41-
86","152011/10/12"

の様なデータとなります。

これを　c:/labo_dyna/検査新データ.txt  としてコピー後

http://localhost/~rsn/gamma.cgi?dyna_labo_convert

にアクセスしていただきますと、1万レコード単位の　RS_Base用
データ(RS_Baseの既定の順番)に変換されますので、それを通常の
血液データとして読み込んでください。



画像保存時、登録検査名を変更す
る方法
RS_Baseに自動登録される検査名のフォーマットは

ID~数字~日付~検査名~RSB.jpg
101~20251112112413~2025_10_30~胸部写真~RSB.jpg

の様になります。チルダ(~)で区切られた2番目の項目は
同じID、同じ日付、同じ検査の画像のファイル名を分けるための
適当は半角英数字になります。

この自動読み込みフォーマットファイルを読み込むときに、
101~20251112112413~2025_10_30~CR_CHEST~RSB.jpg
の場合は、RS_Baseには CR_CHEST として登録されますが、

基本情報　⇒　(2) 自動読み込み検査名変更　に
CR_CHEST ⇒ 胸部写真
と登録しておくと、RS_Baseに 胸部写真として登録されます。



臨床写真をRS_Baseにファイリ
ングする
・臨床写真をRS_Baseにファイリングする。

RS_Baseに臨床写真をファイリグするには、RS_Camera  という
アプリを使用して行ないます。
　使用するためには、パソコン側でFTPサーバーを設定する必要が
あり
少々ハードルがあります。

http://www.rsbase.net/FTP_RSB/FTP.pdf 
http://www.rsbase.net/RS_Camera/RS_Camera.pdf

もう一つ、ダーモカメラからの取り込みが2023年時点では可能で
す。
https://dz-image-store.casio.jp/d100/

RS_Base側の設定は、
ダーモカメラフォルダ1:　にダーモカメラからのjpg画像があるとこ
ろを指定し
ダーモカメラ出力先: 　C:/gazou　（RS_Baseへのファイリングフォ
ルダー）



の指定で、BOX受付がリロードすると、gazou フォルダーに
自動読み込みファイルの形で、画像ファイル出力されます。
　gazou フォルダー内のファイルのRS_Baseへの読み込みは、
RS_Atuo や RS_Baseトップ画面の表示、BOX受付のリロード
などになります。



画像系の検査項目選択の追加、削
除
【画像系の検査項目選択の追加、削除】

RS_Base内には検査項目の選択リストが表示され部分がたくさんあ
りますが、
その検査項目の設定は

基本情報(8) 検査項目　というボタンにて指定します。
　この設定は、サーバーの基本情報設定ふぁいるである
public_html\init.dat に保存されます。

検査の選択リストの中には、元々のRS_Baseの既定の検査名もたく
さん表示されますが
それを表示しないようにするためには、基本情報 (45.5)内の予約後
検査リストの表示
を no にすると選択肢として表示されなくなります。

一方、従来画面(2000.cgi)のRS_Baseの画面内に表示される検査リス
トテーブルは、
RS_Baseトップ画面での ”検査リストテーブル" の 検査テーブルの



一行一列に紹 snap　があり、その下の
2行一列目の　変更　をクリックして、”検査リストテーブル" に表
示される項目を指定します。

”検査リストテーブル" の表示フォーマットの指定は、基本情報
(255)　検査抽出リスト　5列5行など、　”時計・カレンダーの表示”　
にて指定します。

一方、新画面(N2017.cgi) の左上の検査リストもデータとしては同じ
ものですが、
その設定は、新画面の検査登録タブの　↑リスト変更　がその変更リ
ンクになります。



血液データの表示順
・血液データの表示順

RS_Baseでの血液データの表示順は、検査コード順になりますが、
院内手入力、RS_CommPro、検査センターなどのデータがあるため
結局、思う様に表示するためには、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 表示順の設定　にて、
上部に表示したい検査から順に指定する必要が出てきます。

登録するときの、選択する血液項目は、表示順設定画面左上の、項
目名更新の
クリックにて更新されますが、それでも選択に血液項目が出ない場
合や、
並べ替えのやりやすさを考えると、画面左上の【設定ファイルを開
く】　にて、
直接項目順を指定して、保存という手段の方が現実的かと思われま
す。
　⇒設定ファイルの拡張子は .dat なので、dat の拡張子が、ワー
ド、メモ帳などのテキストエディターに関連付けられていないとフ
ァイルが開きません。



項目指定は、メジャーどころの検査を指定し、マイナー検査は、順
番の
必要を感じたときに追加変更すればいいと思います。
　尚、項目の指定は、血液検査項目だけでなく、検査コードを指定
することも可能です。
検査コードは、血液テーブルの右上　【コード】のクリックにて確
認できます。

注) メモ帳で保存する時は、下部の文字コードが ANSI になってい
る事を
　　確認してください。（一度ANSIで保存されると、以後そのフ
ァイル保存の
　　時は、自動で　ANSI になります）



血液グラフの”０点の設定”
・血液グラフの”０点の設定”

血圧やHbA1cは、RS_Baseではある程度、変化が目立つ様な縦のス
ケールに
なるようになっていますが、それ以外の項目でもY軸のスタートを
変更したい
場合は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 0点の設定　にて　たとえ
ば、

身長　⇒　130
SPO2　⇒　85

等として、グラフ化した時に、多少変化が強調される指定が可能で
す。



トップ画面で画像検査を検査時間
順に並べる
・トップ画面で画像検査を検査時間順に並べる

RS_BaseのTOP画面では、患者ごとの検査をひとかたまりにする様
に
並べて表示しますが、検査が多い施設など、検査の施行順にしない
と、
TOP画面にて、検査が探しにくいなどがあるようです。

その場合は、基本情報 (20) トップ画面を検査時間順に並べる をyes
に指定すれば、RS_BaseのTOP画面では、当日の検査は、検査の施
行
時間順に並ぶようになります。



Dicom Viewerのどれを使用する
か
【Dicom Viewerのどれを使用するか】

☆RS_Viewer と ApolloViewLiteを使用する場合。

基本情報の設定で、
・検査名クリック　RS_Viewer   　日付クリック ApolloViewLite　の
場合
　(124)   DICOM(検査名クリック) ：RSViewer　RSViewerを使用
　yes

・検査名クリック　ApolloViewLite   　日付クリック 　RS_Viewer
の場合
　(124)  DICOM(検査名クリック) ：on  　　RSViewerを使用 　yes

という設定になります。
尚、RSViewer　を使用する場合は、webブラウザのポップアップブ
ロックが
有効になっている場合は、立ち上がりません。



☆VOX BASE II と RS_Viewerを使用する場合は、
　VOX BASE II を入手、インストール後
(127)(a) VOX-BASEのフルパスに
C:/Program Files (x86)/J-MAC SYSTEM/Vox-base/vbw32j.exe などを
指定し、

(127)(a) クリック場所　で、検査名　を指定すると
　(124)  DICOM(検査名クリック) ：on　　RSViewerを使用 　yes
にて、検査名で VOX BASE II  が、日付で RS_Viewerが立ち上がり、

(127)(a) クリック場所　で、日付　を指定すると
　(124)  DICOM(検査名クリック) ：RSViewer　　RSViewerを使用
　yes
の指定で、検査名で　RS_Viewerが立ち上がり、日付でVOX BASE II
が立ち上がります。

☆VOX-BASE II と ApolloVieweLite を使用する場合、
　つまりRS_Viewerがない場合は、

VOX BASE II を入手、インストール後
(127)(a) VOX-BASEのフルパスに
C:/Program Files (x86)/J-MAC SYSTEM/Vox-base/vbw32j.exe などを
指定し、



(127)(a) クリック場所　で、検査名　を指定すると
　(124)  DICOM(検査名クリック) ：RSViewer　　RSViewerを使用
　no
にて、検査名で VOX BASE II  が、日付で ApolloVieweLiteが立ち上
がります。

尚、ファイリングされた画像ファイルの拡張子が 001.dcm のよう
に .dcm に
なっている場合のみ、Dicomの画像と認識し、Dicom Viewer が開き
ます。

注）VOX BASE II は、Dicom Viewerとしての【薬事認証】を取得し
ています。



血液の相対値の設定(単位が変わ
った。単位が異なる)
・血液の相対値の設定(単位が変わった。単位が異なる)

白血球、血小板などなどの血液の単位は、なぜか統一されておらず
検査センターによって異なることがあるのが現実です。

この場合、RS_Baseで表示単位を変更したい場合は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 相対値　にて

検査名、相対値を変更する期間、倍率/Y切片　の指定、たとえば
血小板、1998/01/01，202/03/31，10　　の指定で、血小板の
数値を10倍に表示する事ができます。検査名のところは、検査コー
ド
を指定することも可能です。
　血液項目の検査コードは、血液テーブルの一行一列めの　【コー
ド】を
クリックすると確認出来ます。

結果の相対値を変更すると、基準値も変わりますので、その変更が
必要で
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 基準値　にて



検査項目名と性別の基準を指定して、RS_Baseでの基準値の表示を
変更する必要があります。

注）RS_Baseでは、相対値や基準値を変更しても、異常かどうかの
　　フラグ（↑　↓ など）は変更しません。

注）相対値の、検査名での指定は、
　血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 項目同一設定　にて
　検査名を変更していた場合でも、変更前の検査名を指定する必要
が
　あります。



・血液読み込み設定（血液読込設
定）
・血液読み込み設定（血液読込設定）

血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ ○読込詳細設定○
をクリック。

SRL系以外は、検査日を 1  会社名 を 13 となるような連続指定が通
常。
SRLにもRS_Baseのフォーマットで出していただく用お願いしたいで
す

【会社名ON】 の設定は、そこに　RS_Base と半角文字で記載する
と、
データ内の会社名を血液の検査コードに追加しますので、他社との
コード数値がダブル場合でも、問題が起きません。
　ただ、すでに、会社名が血液の検査コードにない状態でデータを
読み込ませている場合、後から　【会社名ON】  のところに
RS_Baseと
記載すると、検査コードに会社名が追加され、以後異なる時系列で
血液データが保存されていきますので、途中でこの設定を変更しな
いで



ください。
（ただ、コードが異なっても検査名が同じなので、RS_Baseでは一
つの
　時系列で表示され、コードが変わった事に気づかない可能性が高
いです。）

・背景色の設定は、指定しても現在機能していません。
・読み込み先は 【ID.txt】 が通常です。
　(BP)ID.txt を指定すると、RS_Commからのデータと同じファイル
に
　保存されますので要注意です。







【 Dicom 送 信 機 能 】 ： SCU
(Service Class User)
【Dicom送信機能】：SCU (Service Class User)

私信サポート（2024年からは、通常サポートでも可）の機能

(1) RS_Web_Sender(RS_Sender)
　の設定は、新画面 ⇒ 設定&検索 最下部の　D送信1設定
　(http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?dcm_server1)にて、
　設定画面が開きますので、送信先の PACSの情報を入力します。
たとえば、下記

http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?dcm_server1


(2) 1)の指定を行うと、BOX受付 下部に、下記オプションが表示さ
れ、

　

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/0/7/07018c45.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/0/7/07018c45.png
http://localhost/~rsn/R_uketuke.cgi


　RS_Web_SenderをBOXで使用　を yes 指定すると、
　BOX受付がリロード(20秒間隔)する度に、上記指定の [送信ホルダ
ー] の
　Dicomファイルを、上記指定のPACS系に送信します。

　BOX受付での Dicom送信を使用しない場合は、
　新画面 ⇒ 設定&検索 最下部 ⇒ D送信1(SCU)開始
    (http://localhost/~rsn/Dstore.cgi?dicom_send1) にて起動
する、
　RS Web Sender のリロードにて送信します。

http://localhost/~rsn/Dstore.cgi?dicom_send1


　

　　  つまり (a)BOX受付のリロードでの送信 　あるいは、(b)上記
URL (RS Web Sender)
　のリロードでの送信のいずれかで行います。

【追加】
Dicom送信機能は2目のサーバーへの送信も可能で、その場合は、
http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?dcm_server2 で設定を行ないま
す。

http://localhost/~rsn/Dstore.cgi?dicom_send1
http://localhost/~rsn/Dstore.cgi?dicom_send1
http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?dcm_server2


実際の送信は、”RS_Web_SenderをBOXで使用”　を yes_both 指定
すると、BOX受付のリロードで、2カ所へのDicomo送信が実行され
ます。

注 ） 本 機 能 を 使 用 す る 場 合 は 、 基 本 情 報
285(D)  medicalin_id.txtを作成する を yes としてください。

----------------------------------------------------------
☆RS_Baseから Dicomを所定のフォルダーに出力する方法

PACSにDicom送信するDicomファイルを所定のホルダーに出力する
には、各検査の
フォルダーを開いて、その中の Dicom ファイルを、コピーするとい
うのが、一番
原始的でわかりやすいかもしれません。

その他の出力方法
(1) AI骨密度 用設定。基本情報 画面 (45.5) 内の下部、胸部⇒骨密
度で、iSurgery を選択

上記指定にて、RS_Base新画面 or 検査抽出画面の検査歴の上に下

http://localhost/~rsn/2001.cgi?set_up
http://localhost/~rsn/N2017.cgi


記が表示され、

Dicomの胸部写真の検査を選択し(複数可) 骨蜜□ にチェックを入れ
て、出力ボタンを
クリックすると、C:/RSB_TEMP/dicom_send フォルダーに 胸部写真
の Dicomファイルが
出力されます。

注）胸部写真にて正面、側面を撮影する場合は、正面写真を先に撮
影してください。
　上記出力では、胸部写真の検査ホルダー内の最初の画像 001.dcm
のみを
　胸部写真正面 のファイルとして出力します。

例(2)-------------------
EIRL: 基本情報 画面 (45.5) 内の下部、胸部写真AI診断 で、EIRL
を選択すると
下記の様な EIRL□ が　新画面検査歴の上に表示されますので、

http://localhost/~rsn/2001.cgi?set_up
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/a/f/af5cfaa9.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/a/f/af5cfaa9.png


Dicomの胸部写真の検査を選択し(複数可) 、EIRL □ にチェックをい
れて、
出力ボタンをクリックすると、
C:\RSB_TEMP\EIRL フォルダーに dicomファイルが出力されます。

注）出力先を変える設定は、(45.5) の最下部あたりの EIRL への
Dicom出力先　になります。

例(3)-------------------
新画面検査歴の上の、検査画像出力E にチェックをいれ、Dicomの
検査に
チェックを入れた後（複数可）、出力ボタン をクリック

この操作にて、Dicomファイルが、C:/dicom_output/gazou に出力さ
れます。

既出の   D 送 信 1 設 定   (http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?
dcm_server1)

http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?dcm_server1
http://localhost/~rsn/calc_labo.cgi?dcm_server1


にて、送信フォルダ : C:/dicom_output/gazou に指定しておく。
この方法でも、DicomがPACSに送信されます。

例(4)-------------------
　Dicomを出力するフォルダーは、(85) 読影依頼出力フォルダー に
指定、
　たとえば、C:/dicom_output を指定すると、指定の下の dicomフ
ォルダー
　C:/dicom_output/dicom フォルダーに、Dicomファイルが出力され
ます。
 　(指定ホルダー下の dicom フォルダーは、自動で作られます。)

　(35)登録検査日付前の情報(診)(■) 　で  ”Dicom送信SCU”  を指定
　ファイルに日本語があるとエラーになるので、Dicom送信SCU で
は、半角文字の
　ファイルのみで出力されます。　この指定にて、

　(35) 【■表示検査指定】 　に指定した検査の前だけに■が表示さ
れます。

　 こ の ■ の ク リ ッ ク に て 、 送 信 画 面 が 開 き 、 決 定 で 、
C:/dicom_output/dicom に
　Dicom ファイルが出力されます。



　⇒この出力されたDicomファイルは、(2) の設定で、指定された
PACSに
　　BOX受付等のリロードで送信されます。

Key:Dicom通信、Dicom送信、DicomをPACSに送信したい。



RS_Receiver と の や り 取 り
(RSB1.temp)
【RS_Receiver とのやり取り (RSB1.temp)】

レントゲン、エコー機器などから、RS_Receiver を経由して
RS_Receiver が出力したファイルを RS_Baseがファイリングしま
す。

このRS_Baseがファイリング中の時に、ファイリング中であること
の
連携をとるために、gazou フォルダーに RSB1.temp というファイル
を
作ります。　
　この、RSB1.temp　が時に削除されずに、ファイリングが止まっ
て
しまう環境があるようで、その場合は、基本情報
(282)  RS_Reciever連携フラグファイル RSB1.tempを作る(yes)

を no としていただけば、以後 RSB1.temp は作成されなくなりま
す。
（作成されなくても、問題が起こったことはないようです）



残っている、gazou\RSB1.temp ファイルは削除しても問題ありませ
ん。



電子カルテとの診療情報のやり取
り
【電子カルテとの診療情報のやり取り】

ダイナミクス以外の、レセコン(ORCAなど)や電子カルテから
診療情報（投薬歴、所見など）を受け取るフォルダーは、

基本情報
(213)  BOX受け付け用に、IDuke.csv,Syoho.csvを出力するフォルダ
ー

に指定したフォルダーにレセコン、電子カルテからデータを出力し
て、
それをBOX受付のリロードにて読み込みます。

一方、患者名などの患者情報に関しては、上記 (213) のフォルダー
を介して、受診患者情報をORCAから受け取ることもできますが、

多くの電子カルテは、C:\DRS というフォルダーに kanja.txt という
ファイル名で出力され、それを BOX受付、RS_Baseのトップ画面の
表示時に読み込みます。
　C:\DRS フォルダーは、既定で、



(107)(A) kanja.txt 読み込みフォルダ に指定されており、変更可能
です。

kanja.txt や 診療情報のフォーマットが必要な場合は、下記参照
http://www.rsbase.net/RSB/karute.pdf



RS_Receiver にて、dicom画像
を受け取る
【RS_Receiver にて、dicom画像を受信する】

最近のレントゲン、腹部エコーは、Dicomの通信にて、PACSに
dicom画像を送りますが、RS_Baseでは、そのDicomの受診を
有償の RS_Receiver が担います。
　RS_Receiver の設定は大まかには下記になります。

http://www.rsbase.net/RSB/RS_Reciever.html

一方、レントゲン装置、腹部エコーなどには Dicom通信のオプショ
ンが
必要となります、送信先を RS_Receiver を指定する必要がありま
す。

指定は、RS_Receiver をインストールしているPCの IPアドレス
port:104、AEタイトル：APOLLO_RS_BASE
（PCのファイアーウォールが有効だと通信がブロックされる可能性
あり）

また、windows10より、IEが使用できなくなり、Edge chromeで

http://www.rsbase.net/RSB/RS_Reciever.html


表示可能なavi動画を作る場合は、下記設定が必要
http://www.rsbase.net/RSB/RS_Reciever_FFmpeg.pdf

尚、RS_Receiverで受信する超音波の動画時間が長すぎますと、
メモリーオーバーなどのエラーで、以後 RS_Rceiver を再起動
しないとDicomの受信ができなくなることがありますので、
動画の撮影時間は長すぎないようにお願いします。

http://www.rsbase.net/RSB/RS_Reciever_FFmpeg.pdf


過去の画像との比較表示(jpg &
dicom)
・過去の画像との比較表示(jpg & dicom)

胸部写真や皮膚写真などの検査は、表示するときに過去の画像も
一緒に表示します。

たとえば、
基本情報、(47)  過去検査と比較表示する検査の登録画像数
を 3 と指定している場合、その検査の画像が3枚以下の場合は
過去の画像も一緒に表示します。

どれだけ過去の画像を何個表示するかは、
(46)  比較画像表示数(JPG)　にてJPGの MAX枚数を
(46)  比較画像表示数(dcm)　で dicomのMAX枚数を
指定します。　

ついでに、
(46)  心電図表示数　にて、心電図の最大表示枚数も指定可能です。

尚、上記　jpgの比較表示ですが、基本情報
(263)  web比較表示をしない検査を指定



にて、検査画像が少なくても、過去の画像は表示しない検査を
指定することができます。

尚、画像系の検査リストの表示のTipsに関しては、
【画像検査項目に関するいろいろ】しをご参照ください。

KEY:過去の画像　過去画像　画像比較

https://rsbase2023.blog.jp/archives/20070716.html


紹介状への画像登録、添付する方
法
【紹介状への画像登録、添付する方法】

紹介状へ JPG の検査を登録するには、JPG検査の検査名を
クリックして、画像ファイルを表示させ、次に
出力したい画像の下の、→gz  の部分をクリックすると、
gazou フォルダーにファイルが出力され、紹介状に添付したい
画像すべてで →gz をクリックしてください。（複数検査でも可）

gazou に出力された画像ファイルを紹介状に添付するには
新画面(N2017.cgi) の　当該紹介状の【追加】をクリックすると
その紹介状に追加保存されます。

ファイリングされた画像は、3列/離2/離1/奇数
と画像のみを別表示したり、一枚目の画像は 上部に表示したり
いろいろな表示、印刷ができます。



RS_AutoPro と RS_Base
【RS_AutoPro と RS_Base】

RS_AutoPro の主な機能は、心電図、画像、患者情報、などのファイ
リングのため、
ファイリングすべきデータファイルが存在するかどうかを巡回確認
し
ファイルがあれば、RS_BaseへのファイリングのためのURLをwebブ
ラウザで
コールし、ファイリングを行うソフトです。

2023年現在、コールするwebブラウザが、IE、Edge、chromeと
存 在 し 、 OS も  window10 、 windows11(10 か ら の update) 、
windows11
と、挙動が多少異なる状況になっています。



RS_Baseへの自動ファイリングは、BOX受付のリロードでも
・基本情報、 (45.6) BOX受付 :自動読み込みファイル読み込み
⇒yes+自動F
・基本情報、(93)BOX受付:心電図(or RS_Comm)を読込 ⇒ on
の指定で、画像、心電図は自動ファイリングできますが、サーバー
の場合は、
BOX受付が知らぬ間に閉じていたというリスクがあるかもしれませ
ん。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/7/3/73a4a03a.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/7/3/73a4a03a.png


血LIST の各種リンク
【血LIST の各種リンク】

患者画面内にある "血LIST" のリンクは、血液系の機能リンクです
が、

・院内検査項目登録：RS_Baseに手入力するデータ項目を指定しま
す。

・グラフセット登録：複数の検査項目をグラフ化する項目セットを
登録します。

・〇読み込み詳細設定〇：臨床検査センターの血液データの読み込
みのフォーマットを指定します。（血液読み込み設定 でブログ検
索）

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/2/a/2ab2fa29.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/2/a/2ab2fa29.png


・項目同一設定：検査名、検査コードを指定して、血液テーブルに
表示する血液項目名を変更します。この機能は、長い検査名を短く
表示する場合、院内(白血球)、検査センター(白血球数)など異なる検
査名を一方にそろえて、一つの行に表示したい場合など、多種多様
な使い方をします。

・表示順指定：コード順で表示される検査項目とは異なる順番で表
示したい場合、必要に応じて、血液項目の表示順を指定します。指
定した検査が上部に表示されます。

・背景色指定：血液テーブルの項目ごとの背景色を指定します。薄
めのパステルカラーの指定をお勧めします。(パステルカラー ⇒
https://www.colordic.org/p)

・印刷時非表示：血液の印刷用の画面でのみ表示しない血液項目を
指定します。

・常時表示検査：通常の血液テーブルの上に、HBs抗原、PSAなどな
ど、特別に別テーブルに表示したい検査を指定します。
また、補正カルシウム値、塩分排泄量、LDLコレステロールなどの
計 算 項 目 も こ こ で の 指 定 に な り ま す 。
http://localhost/~rsn/labo_calc.pdf

https://www.colordic.org/p
http://localhost/~rsn/labo_calc.pdf


たとえば、常時表示検査の上部で、
　補正カルシウム ⇒ 〇 PTH,FENa にて、血清Ca　を指定

　FIB4、NFS ⇒　【肝線維】　にて、
　　AST(GOT)　ALT(GPT)　血小板、HgA1c (HgA1c2) を指定

　塩分排泄量　⇒　【尿Pro/Cr/シスタチンC】 
　　尿中クレアチニン(mg/dL)
　　尿中Na(mEq/L)
　　  注)RS_Baseの血液データテーブルに、身長、体重のデータが
必要

・項目リスト更新：血液の選択リスト項目を追加、更新します（少
し時間がかかります）。項目更新をしても、血液項目選択リストに
表示されない項目名も時にあります。

・自動選択(T) ：指定項目名のみをワンタッチで表示するリストを
指定します。

・0点の設定：身長、SPO2などグラフ化時の縦軸の開始レベルを指
定します（血圧、体重：体重変化、HgA1cは自動で縦軸調整します
ので指定しないでください。）



・相対値：項目名、期間を指定して、データ数値に倍率をかけて表
示するために指定します。複数の検査センターで同じ検査で単位が
異なる場合、測定方法が変わって数値がかなり変わってしまったと
きなどに使用します。（指定する検査名は、項目同一設定で変更し
ている場合でも、変更前の検査名の指定が必要です）

・基準値：強制的に基準値、単位を変更指定します。（異常値フラ
グは変更しません。）主に、相対値で数値レベルを変更したときに
指定します。

・検査画面内院内入力：患者画面で血液データの手入力したい項目
名があれば指定します。

・完全非表示血液：血圧、体重など、通常の血液テーブルに表示し
ない項目を指定します。その場合、血圧、体重は、バイタルテーブ
ルとして表示させるのが通常です。（バイタル でブログ検索を）

・後ろに表示する検査：血液テーブルの後部に表示したい項目を指
定します。



耳鼻咽喉科でのファイリング
【耳鼻咽喉科でのファイリング】

RS_Baseでの耳鼻咽喉科関連のファイリングは
・聴力検査 (オージオRS)
・ﾃｨﾝﾊﾟﾉRS (ティンパノは半角）
・内視鏡
・超音波
・レントゲン

などなどたくさんの機器が存在します。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/7/b/7b1b7a7f.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/7/b/7b1b7a7f.png


ただ、オージオ、ティンパノなど、RS_CommPRoとRS232Cで連携
する場合、
機器の仕様が公開されない場合も多く、対応機種は、RS_CommPRo
の
対応機種をご参照ください。

尚、耳鼻科の導入の接続例は、下記の耳鼻咽喉科をご参照くださ
い。
https://rsbase.jp/case/



【眼科領域でのRS_Base】
【眼科領域でのRS_Base】

2025年12月追加分：
眼科画面上部に、コンタクト、眼鏡の処方箋へのリンクを追加しま
した。
処方⇒【ｺﾝﾀｸﾄ】【治療用】【眼鏡】【治療1】【治療2】

---------------------------------------------------------------------------------
眼科領域でのファイリングは、RS_Baseにとって特殊で、苦手と
していましたが、RS_CommPro から、視力、眼圧、レフケラトなど
の
データが受信され、眼科専用画面(レフケラ画面)を作成し、徐々に
ご利用
いただいていますが、使用している画面構成が、

レフケラ画面  http://localhost/~rsn/kerato.cgi 単独で使用する
全情報画面　http://localhost/~rsn/total.cgi で、初期表示を眼科画面
にして使用する

など、どのように画面連携をされているのか施設により異なり、絶
対的



なものがありません。

さて、実際のデータですが、
眼科の、数値系のデータはRS_CommPro とのやりとりですが、
視力、眼圧GAT は手入力を行なっていただくことになります。

眼科系の画像は、基本情報、(45.6)【眼科等、変換読込フォルダ】
で
指定可能な機器と、RS_CommProから読み込めるようになっている
機器と
混在していますが、眼科の自力導入は希で、ほぼ Medical-Inが導入
している
ため、詳細は省きますが、連携のイメージは
https://rsbase.jp/case/ 内の "眼科"  をご参照ください。

下記は、データファイルの保存場所で、使用される施設様が認識し
ておく
必要はあまりありませんが、念の為記載。

眼科のデータに関しては、視力、レフケラトなどのデータはサーバ
ーの
public_html\refkera フォルダーにあり、その自動バックアップは、
public_html\refkera\backup にその日に閲覧したデータが保存されま
す。



一方、視力、眼圧に関しては、サーバーの
public_html\data_eye に(BP)ID.txt の様なファイルで保存さ
れ、
RS_CommPro や手入力からの読込前バックアップデータは、
public_html\data_eye_o に存在しています。

眼科画面(レフケラ画面)上部の 【眼圧】をクリックして表示される
眼圧データ画面右上の "復活Data" の時 バックアップは
public_html\laboout_eye\day\日付 フォルダー内に、(BP)ID.txt とし
て
保存されています。

尚、RS_Baseの患者画面(2000.cgi)とレフケラの画面の連携は、
public_html\ID-IP\IPkerato.txt (127.0.0.1kerato.txt など) となってい
ます。

そういえば、2023年に、視野検査のMD値のグラフ、未来の予測の
グラフを作成しました。（下部のグラフは眼圧）



/////////////////////////////////////////////
【RS_CommProの眼科系での挙動】

○レフケラ等のデータ
RS_CommPro からは、クライアントの public_html\eye_inp にデー
タが出力され、http://localhost/~rsn/kerato.cgi?filling にて、それを
読み込む。



RS_Commから出力されたレフケラ等ファイルは、サーバーの
public_html\refkera\2021 に
自動バックアップ(古い年のものは削除可)

○眼圧等のデータ
RS_CommPro から眼圧のデータが出力された場合
2017年頃は、99999998~184704000003~RSB.csv の様なファイルが
public_html\RS_Comm ホルダーに作成され、RS_Baseからは、

http://localhost/~rsn/labo_new1.cgi?data_eye=RS_Comm
のURLがコールされていたようです。

2018年頃からは、RS_CommPro から眼圧データが出力されます
と、
1343~123444000001~RSB.eye というファイル　つまり 拡張子が
eye に
変わっており、RS_CommPro がコールする URL が
http://localhost/~rsn/labo_new1.cgi?
data_eye=RS_Comm=ext_eye

に変わっており、上述の ext_eye がURLにあると、
拡張子が eye のものしか読込みません。



患 者 さ ん ご と の イ ベ ン ト 登 録
【EV】
・患者さんごとのイベント登録 (EV)

患者サマリーなど、個人別にまとめることはいろいろありますが、
RS_Baseには、その一つに、イベント登録というのがあります。

新画面(N2017.cgi)ですとside_show に(EV) (月薬)の (EV)を
クリックして、
　2018/07/18　胃癌手術
　2015/09/01　白内障手術
　2013/06/01　前立腺癌。投薬治療
　2010/12/22　慢性硬膜下血腫

の様な記載を行ないます。

登録したイベントの内容は、患者画面の side_show に表示され、
(EV) の下の EV_所3 をクリックすると、イベント情報の記載が
ある日のみの【所見画面】が表示されます。
　また、血液グラフ、体重グラフ、血圧グラフの下に、登録した
イベントが表示されますので、グラフデータに対するイベントの



影響が確認出来ます。



・当院検診の数値の既定値(選択
肢)
・当院検診の数値の既定値(選択肢)

当院検診の入力画面では、聴力、尿糖、蛋白などに既定値が
入るようになっていますが、それを変更したい場合は、それぞれの
項目の右側に (既定) というリンクがあり、そこに既定値を入力すれ
ば
それぞれ、既定値を変更出来ます。

一方、当院検診の入力画面の、労働可ボタンの右横は、(胸部)(心電
図) という
リンクになっていますが、それぞれのURLは、
(胸部) ⇒ 2000.cgi?snap1=ID
(心電図) ⇒ 2000.cgi?snap2=ID  となっています、

この snap1  snap2 というリンクは、基本情報  (285)(B) 
【2000.cgi?snapx=ID=で立ち上げる検査】 をクリックして、
自院の胸部写真の検査名、心電図の検査名　を指定、保存すると
　胸部写真D or 胸部写真 など、
　心電図 or 心電図(D) or 心電図(nkc) or 心電図Jpg　など、



当院検診内の(胸部)(心電図) のクリックにて、当該患者さんの、そ
れぞれの
検査画像が表示されます。

注) メモ帳で保存する時は、下部の文字コードが ANSI になっている
事を
　　確認してください。（一度ANSIで保存されると、以後そのファ
イル保存の
　　時は、自動で　ANSI (sjis)になります）



各種計算スコアー
【各種計算スコアー】

RS_Baseには、各種問診、各種スコアーがありますが、使用方法は
その検査名を登録した後、登録した検査の日付クリックしてから
入力画面に入って、データ入力という方法が通常の方法ですが、

新画面 ⇒ 患者Data ⇒ レポート
にて、検査を選択するとそのまま入力画面が表示されます。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/f/6/f6bc6b64.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/f/6/f6bc6b64.png


ちなみに、問診、スコアー、グラフ化などの下記検査がリストにあ
るのですが、頻用されている検査は動作中であることは間違いない
ですが、それ以外は使えるものがあれば、使ってください的なとこ
ろです。

更年期問診
前立腺問診
ACT_RS
ACR1987
ACR2010
CAT_RS
CHADS-RS
DAS28RS
吹田LDL
久山町RS
OAE_RS
肺過膨張RS
RDQ24_RS
補聴器RS
NIHSS_RS
FS-RS



OAB_RS
CRH-RS
GHRP2-RS
GHRH-RS
LHRH-RS
CPR-RS
TRH-RS
ACTH-RS
ACTH2-RS
下垂体-RS
TRH-RS
SRQ-D
AMS_RS
GDS_RS
HDS-R
MMSE_RS
MOCAJ_RS
DASC_RS
DASC8_RS
ICIS_RS
SAS問診
頭痛問診
喫煙問診
神経RS



ST骨粗鬆
75gOGTT
糖日内変動
TTS_RS
食事箋RS1
履歴書
関節可動RS
徒手筋上肢RS
徒手筋下肢RS
顔面神経RS



スナップ写真を間違えて登録した
【スナップ写真を間違えて登録した】

患者画面に登録されるスナップ写真ですが、
一番使用されている方法としては、RS_Camera

http://www.rsbase.net/RS_Camera/RS_Camera.pdf

を使用して、その検査名を ”患者写真RS” を選択して、
患者写真を撮影、送信すると、RS_Baseの患者写真として
保存されます。

ただ、次に患者スナップとは別の写真を撮るときに、
RS_Camera での検査名を "患者写真RS" のままで
撮影、送信すると、通常の画像検査歴には登録されず
スナップ写真として登録されてしまいます。

その場合のスナップ写真の修整方法は、
新画面 ⇒ 患者Data ⇒ スナップ間違い　のリンク
http://localhost/~rsn/snap_mistake.jpg



をご参照ください。



メ モ リ ア ル Day & 個 人
Important & [患選]
【メモリアルDay登録機能】【個人別Importantの登録】[患選]

これらのリンクは、基本情報上部の
(c) 【Memorial Dayの登録】【個人別Importantの登録】

あるいは、
新画面 ⇒ ファイル ⇒ Memorial
新画面 ⇒ ファイル ⇒ 個人Important
でのアクセスになります。

メモリアルDay登録機能は、日付と内容を登録しておくと、
当日になると、目立つ様に 【M】メモリアル と表示され、
クリックにてその内容を確認できます。

個人別Importantの登録は、ID と 重要な内容を登録しておくと、
患者画面にその内容が赤く表示されます。
　一方、患者画面右上のカラムに　【赤】2020年心房細動発症
などとしてもその内容が赤く目立つ様に表示されますが、
たとえば、治験中などの、ひとくくりの方たちの様な登録の場合
は、



個人別Important にて、全体の人数を把握出来るというメリットが
あるかも知れません。

ちなみに、[患選]
新画面 ⇒ ファイル ⇒ [患選] or 従来画面の上部 [患選]
http://localhost/~rsn/2003.cgi?patient_sample

にても、一定の集団（心房細動がある方、往診患者さんなど）を
登録しておくことができ、しかも複数の集団を登録出来るので、
これも又、違った使い方ができるかも知れません。



・ 日 本 光 電 の 心 電 計 と
Cnv_Online.exe
日本光電の心電計とCnv_Online.exe

public_html\nkc_Cvn_Online\Cnv_Online.exe を管理者で実行すると
c:\Program Files\Nkc\Cnv_Onlineにプログラムがインストールされ
デスクトップにショートカットが作成されます。

そのショートカットを右クリック、ファイルの場所を開くで開いた
フォルダ内のCnvSet.exeを起動します。

TCP/IP設定の詳細設定をクリックにて設定。
Cnv_Online.exeのインストールにて作成される下記参照
(c:\Program Files\Nkc\Cnv_Online\操作説明.doc)

Windows10の環境では
TemporaryDirectory　は　C:\だとセキュリティーの関係で
動作しませんので別フォルダに設定

UserName、Password、FTPのPort、TCP/IPのPortは
心電計の初期値です。



ECG File Copy Directoryを基本情報、
(92)心電図を取り込むﾄﾞﾗｲﾌﾞ　に指定します。

設定後OKで確定になり、デスクトップのショートカットを起動
することでデータ待ちの状態になります。

あとは心電計側の設定で送信先を指定していただく
ということになります。

c:\Program Files\Nkc\Cnv_Online\操作説明.doc
インストールフォルダ（c:\Program Files\Nkc\Cnv_Online）にも
説明書（操作説明.DOC）もありますのであわせてご確認下さい。

Cnv_Online にて、生成される心電図のファイル名は、下記の様にな
ります。
ID_日時分秒.nkc
999999_YYYYMMDDhhmmss.nkc



ARIETTA60の非Dicom通信での
onlineファイリング
ARIETTA60の非Dicom通信でのonlineファイリング

ARIETTA60の超音波機器側で、院内ネットワーク内の共有フォルダ
ーを送信先として指定しています。（超音波検査終了後、エコー機
器から一括送信という操作が必要になります)

ARIETTA60からの出力先を \\192.168.1.10\ARIETTA とした場合

RS_Base側の読み込み指定は、
基本情報、(45.6)【眼科等、変換読込フォルダ】 をクリックし、

読込元：
10 日立超音波 ARIETTA 60 　\\192.168.1.10\ARIETTA\HAM_US
出力先：c:\gazou  ←(RS_Baseのファイリングフォルダー)

と指定してください。

超音波からPCに出力されたファイルの読み込み方法は、



(45.6) BOX受付で眼科系読み込み の指定が

【yes】 の場合は、 BOX受付リロードでファイリングされ、
【no】 の場合は、RS_Baseのトップ画面表示でファイリングされま
す。

注）ARIETTA からの出力先を 
　\\192.168.1.10\ARIETTA と指定した場合、画像ファイルは、
　\\192.168.1.10\ARIETTA\ HAM_US に保存されるようです。

USB保存でも、同じフォルダー、ファイル構造であれば、
ファイリング可能ですが、同じかどうかはメーカーに
お尋ねください。

ARIETTAシリーズで、画像ファイルの保存様式が
全て同じかどうかもご確認ください。

KEY: アロカ、アリエッタ、ありえった、ARIETTA60、ARIETTA、
FUJI



PENTAX内視鏡(2種類のフォーマ
ット)
PENTAX内視鏡(2種類のフォーマット)

 PENTAX の内視鏡は、[PENTAX] というフォルダに保存されるよう
ですが、下記二つのフォルダフォーマットが あるようです。

 PENTAXフォルダがDドライブと仮定した場合は下記のようになりま
す。
 （注）下記、(ユーザーがフォルダを作成する必要あり)のフォルダ
は医療機関で作成してください。

 パターン (1) 
d:¥PENTAX
 -----ID1 フォルダ --画像ファイル
 -----ID2 フォルダ --画像ファイル
 -----PENTAX2 フォルダ (ユーザーがフォルダを作成する必要あり)

 基本情報の (95) 本ＰＣのＭＯ(内視鏡画像を取り込むドライブ) の
ドライブの指定は、d:¥PENTAX と
 してください。



 パターン (2) 
d:¥PENTAX
 -----日付1
 ------ID1 フォルダ--画像ファイル
 ------ID2 フォルダ--画像ファイル
 -----日付2
 ------ID3 フォルダ--画像ファイル
 ------ID4 フォルダ--画像ファイル
 -----日付3
 ------ID1 フォルダ--画像ファイル
 -----PENTAX フォルダ(ユーザーがフォルダを作成する必要あり)

PENTAX の直下のフォルダは、日付フォルダがありその下に、その
日に内視鏡を施行した患者IDがあるもの。
 この場合も、基本情報の (95) 本ＰＣのＭＯ(内視鏡画像を取り込
むドライブ) のドライブの指定は、
d:¥PENTAX としてください。

  （ 注 ） d:¥PENTAX¥PENTAX フ ォ ル ダ あ る い は  d:
¥PENTAX¥PENTAX2 フォルダは、フォルダフォーマットを 見て
いただき各先生で作成していただく必要があります。



 読み込みは、RS_Base上部の  [胃内視鏡 ] などをクリック後、
【RS_Baseに読み込みをさせます:Click Here】 をクリックすれば、
読み込み完了します。

  読 込 み 前 の 元 画 像 は 、 作 成 い た だ い た  PENTAX あ る い は
PENTAX2 フォルダ に移動されます。

KEY:ペンタックス　ペンタックス内視鏡、PENTAX内視鏡



フジ内視鏡(FTP送信)
フジ内視鏡(FTP送信)、フジノン内視鏡

フジ内視鏡はパソコン側にFTPサーバーソフトを設置することによ
り、onlineにて内視鏡機器からパソコンに画像ファイルの送信がで
きます。

その場合のパソコン側に送信されたときのフォルダー、ファイル構
造ですが、PC側で受けるディレクトリを仮に D:\GIF と設定し、ID
が80の方の検査の場合、下記の様な構造になります。
 D:\GIF\DCIM\20100521_124232_80\DSC00001.JPG
 
これをRS_Baseで読み込む設定は、
基本情報、(95)  本ＰＣのＭＯ(内視鏡画像を取り込むドライブ)　
に指定した内視鏡読込みフォルダ(今回の例の場合は、D:\GIF )
に、　FUJI_FTP というフォルダを作ります。
 
D:\GIF\
　--- DCIM   　# DCIMフォルダに内視鏡画像があります。
　--- FUJI_FTP

上記のようなディレクトリーになります。(D:\GIF\FUJI_FTP)



 読み込みは、RS_Base 2行目あたりの、[胃内視鏡] をクリックする
と、ファイリングする画像は gazouフォルダに自動読み込みファイ
ルとして出力されます。

 上記出力が終了すると、読み込んだ患者リストの下部に
【RS_Baseに読み込みをさせます:Click Here】
 が表示されますので、それをクリックするとファイリングされま
す。

念のため：
・読み込み済みのフォルダーには、RSB_DANE というフォルダーが
作られます
・読み込ませるとDrive:\DCIM\RSB_DATE.dat というファイルに、読
み込んだ日付を書き込みます。以後、この日付より一週間以上前の
フォルダーは、RSB_DONE のあるなしに関わらず、読み込みに行き
ません。

参考) フジ内視鏡のDCIM(ルダー(Click Here)
（CFなどのメディアからのファイリング advancia）

KEY:　フジ内視鏡、フジノン内視鏡、FTP送信、FTPサーバー

https://rsbase2023.blog.jp/search?q=%E3%83%95%E3%82%B8%E5%86%85%E8%A6%96%E9%8F%A1%E3%81%AEDCIM%E3%83%9B%E3%83%AB%E3%83%80%E3%83%BC


・画像検査の統計・集計
【画像検査の月ごとの施行件数：統計、集計、グラフ化】

画像系の検査の月別の変化を表示、グラフ化する機能ですが、

統計画面のURL は、http://localhost/~rsn/stat.cgi で、
そのリンクは下記にあります。

・旧画面(2000.cgi)では、RS_Base下部【設定メニュー】内の 統
計、
・新画面(N2017.cgi)では、右上、ファイル、[統計]

・統計(集計)内容の表示方法
統計画面の 結果表示 ボタンをクリックすると、直近2ヶ月くらいに
行なった事のある検査項目の月別回数が表示され、表示された
検索項目をクリックすると、グラフ化されます。

一方、統計画面内の　統計設定項目の指定　にて、重要な検査を
登録しておくと、上部の 選択結果表示 ボタンをクリックすると、
指定した検査のデータのみ表示されます。



・ジャンクション機能
【シンボリックリンク、ジャンクション機能】

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/1306/07/news111.html

Cドライブ(SSD)にて、RS_Baseのサーバーを使用していたが、
apache と usr は、高速なCドライブSSD で使用し、容量の大きな
RS_Baseのデータを 大容量のEドライブ移動できないか？

⇒本来は、Eドライブ用の apache と usr (ドライブ非依存) 、
C:\User\rsn\public_html もすべてEドライブに移動するのが
一般的。

ただ、apache usr はCドライブに置いて、RS_Baseのデータのある
public_html のみを Eドライブに移動して使用するには、

C:\User\rsn\public_html を E:\User\rsn\public_html へ移動後、
C:\User\rsn\public_html フォルダーが存在しない状況で、
コマンドプロンプトにて、
Mklink /j C:\users\rsn\public_html  E:\User\rsn\public_html
とすれば、上記で指定したジャンクション機能にて、
C:\users\rsn\public_html

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/1306/07/news111.html


としてジャンクション(フォルダーへのシンボリックリンク)

が作成され、Eドライブのpublic_html があたかも Cドライブにある
かの
様に動作するようです。
（public_html内の 一部のフォルダーを移動して、それぞれのフォル
ダーに
　ジャンクション機能を設定するというのもありえる方法です）

尚、RS_Baseで、シンボリックリンクを使用するには、
apacheの設定ファイル httpd.conf で、

AllowOverride ALL
Options ExecCGI

となっているところを、

AllowOverride ALL
Options ExecCGI FollowSymlinks

と、FollowSymlinks　が追加してある、下記 apache を
使用しないと、web上での画像が表示されない場合があります。



http://rsbase.net/version/apache/Apache24_C.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_D.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_E.zip

尚、類似機能のジャンクションと シンボリックリンクの
違いは、下記をご参照ください。
https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/1306/07/news111.html

もしかしたら、public_html を NAS に移動するというような
こともできるかもしれません?????

http://rsbase.net/version/apache/Apache24_C.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_D.zip
http://rsbase.net/version/apache/Apache24_E.zip
https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/1306/07/news111.html


・内視鏡、エコー等の読み込みサ
ブルーチン
【内視鏡、エコー等の読み込みサブルーチン】fujinon.cgi

これは、RS_Base作者としての、覚え書きです。
詳細にマニュアルを作成しておらず、カオスですが......

日立超音波 ARIETTA 60 基本情報、(45.6)【眼科等、変換読込ホル
ダ】10番で指定。

if ($advancia == 1) ⇒ &advancia;# DCIM\日付ホルダー\検査時間フ
ォルダー\patient.inf 富士フイルム内視鏡 advancia  CF ドライブに　
advanciaホルダーを作る

if ($Justia == 1) ⇒ &Justia; # FUJI_FTP##########

if ($filename =~ /CLINIC/i) ⇒ #$echo_toshiba = 1;

if ($filename =~ /Xario/i) ⇒ # $Xario = 1;

if ($filename =~ /Xario2/i) ⇒ &xario2;# Xario から、 USB経由  
..\Convert\id\I20191101......



if ($filename =~ /Xario3/i) ⇒ &xario3; # キャノン  エコー（元東
芝？）
..\Convert\99999\20221025155631306\1_202210251613122460001.
jpg

if ($filename =~ /toshiba_p/i) ⇒ &toshiba_potable_echo;#東芝ポー
タブルエコー

if ($indicate =~ /cifs/i) ⇒ &AUR_4MD; #ティアック AUR_4MD CIFS
クライアント／FTPクライアント

if ($indicate =~ /A2T00GX/i) ⇒ &A2T00GX;#Fujifilm\FWU-1\装置番
号\IDフォルダ\検査日時フォルダ

if ($indicate =~ /CRV_PKG/i) ⇒&CRV_PKG; #クロスビューワエンハ
ンス

if ($indicate =~ /GE_ECHO_2023/i) ⇒ &GE_ECHO_2023;#
C:\GE_ECHO_2023\999999__\20230209_151714\IMG_20230209_1.j
pg

if ($indicate =~ /GE_ECHO/i) ⇒ &GE_ECHO;}# GE_ECHO というホ
ルダー内にデータ



if ($filename =~ /GE_USB/i) ⇒ &GE_ECHO; #GE_USB というホルダ
ーがあれば、GE_ECHOと判断 USB 保存

if ($indicate =~ /C_RNACORE/i) ⇒

&C_RNACORE;#C:\data\C_RNACORE\
0000_120621__0006_CV26422999.jpg   C@RNACORE（カルナコ
ア）

if ($indicate =~ /CARNACORE/i) ⇒ &C_RNACORE;

if ($indicate =~ /Venue40/i) ⇒ &Venue40;#GEのエコー？

if ($indicate =~ /TEAC_RS/i) ⇒ &TEAC;#TEAC のメディアドライブ
からの検査指定読み込み

if ($indicate =~ /S_Capture/i) ⇒ &S_Capture; #S_Capture 下分先生
のソフト

if (-e "$kamera_DF50/ExamImage") ⇒ &oly_VISERA_USB;#オリン
パスUSB　ExamImage

if ($oly_VISERA_USB == 1) ⇒ &oly_VISERA_USB; #ExamImage　と
いうフォルダ



if (-e "$kamera_DF50/oly_2018") ⇒

&oly_2018;#..\20201214_1234\STILL\xxxx.jpg

if ($filename =~ /oly2018/i) ⇒

&oly_2018;#..\20201214_1234\STILL\xxxx.jpg

if ($oly_2012 == 1) ⇒

&oly_2012;#..\20201214121559_1234\STILL\xxxx.jpg

if ($filename =~ /CASE_/) ⇒  &CASE_GION; # (オリンパスキャプチ
ャー)

if ($filename =~ /oly_USB2/i) ⇒ &oly_USB2; #2021-10-22 に対応

if ($oly_USB == 1) ⇒ &oly_USB;

if ($filename eq "CV") ⇒ &oly_USB;# オリンパス USB 2012-12-19

if ($filename =~ /ExamImage/i) ⇒ &oly_VISERA_USB;#オリンパス
内視鏡、ExamImage が元々存在

if ($filename =~ /datetime/i) ⇒ &datetime;
#c:\fiber\ID\20211028\xxx.png c:\fiber\datetimeフォルダーを作成



#2021-10-28 に対応 

if ($filename eq "avius2013") ⇒ &avius2013;# avius 2013-7-10 日立
エコー

if ($filename eq "avius2022") ⇒ $avius = 2022; &avius2013; # avius
2022-2-12　日立エコー

if ($filename eq "mylab") ⇒ &mylab; # (日立エコー MyLabFive)

if ($filename =~ /ASPIRE/i) ⇒ &ASPIRE; #ASPIRE-M3000 2012-06-
09　ASPIRE というホルダーを作成つくる　東芝エコー　→　ホル
ダー　→　プライムパーク

if ($filename eq "PEN_ON") ⇒ &PEN_ON; # # (日立エコー PENTAX
ONLINE)???

if ($pentax2 == 1) ⇒ &PENTAX2; #d:\PENTAX\ID\画像ホルダ     
d:\PENTAX\PENTAX2 フォルダーを作成

if ($PENTAX == 1) ⇒ &PENTAX; #d:\PENTAX\日付\id\画像ファイル　
d:\PENTAX\PENTAX フォルダーを作成



if ($filename eq "SiteLinkManager") ⇒ &sonocite; #富士フイルム超
音波「ソノサイト」

if ($RSNBase == 3) ⇒ &thiak;#VIEWFILE フォルダー

if ($ALOKA == 1) ⇒ &ALOKA; #drive\:ALOKA_US 内に画像

if ($nemio30 == 1) ⇒ &nemio_avi;

if ($oly_DVD == 1) ⇒ &oly_DVD; #ViewFile-m　がある場合。

if ($FUJI_CF == 2) ⇒ &FUJI_CF;

if ($oly_DVD == 1) ⇒ &oly_DVD;



・Internal Server Error
・Internal Server Error が出る場合
1) 2000.cgi など、プログラム内に、文法に沿っていないエラーがあ
る。
　⇒ 実際に問題のあるプログラムとなってしまっている。
　⇒ ダウンロード時に問題が起こりファイルがおかしくなった。

2) perl言語の入っている usr のバージョンが古い、あるいは壊れて
いる

一つのプログラムcgi のみ問題がある場合は、
http://localhost/~rsn/2000.cgi (従来TO画面)はエラーになるが、
http://localhost/~rsn/N2017.cgi (新画面)は立ち上がるなど
http://localhost/~rsn/2001.cgi?set_up (基本情報画面)

一つのURLのみが立ち上がらない状況になる。

いずれものURLもエラーになる場合はusr に問題がある可能性が高
い。
⇒ usr を正常な他の端末のものに差し替えてみてください。

尚、usr が古いバージョンでも、簡単な cgi は動作します。

http://localhost/~rsn/2000.cgi
http://localhost/~rsn/N2017.cgi
http://localhost/~rsn/2001.cgi?set_up


http://localhost/~rsn/calendar.cgi

また、 http://localhost/~rsn/HDS.JPG の様な画像のURLは
プログラムではないので、usr がなくても Apacheさえ
立ち上がっていれば表示されます。
-----------------------------------------------------
・Not FoundThe requested URL /~rsn/xxx.cgi was
   not found on this server.   が出る場合

1) public_html\xxx.cgi　というプログラムファイル自体が、
　存在しない場合この表示になります。
-----------------------------------------------------
・このサイトにアクセスできません
　localhost で接続が拒否されました。

あるいは

・申し訳ございません。このページに到達できません
　localhost 接続が拒否されました。

が出る場合

これは、web Server である、Apache がたちあがっておらず
http://localhost/~rsn 自体が認識されていない場合。

http://localhost/~rsn/calendar.cgi
http://localhost/~rsn/HDS.JPG


Apache が動作している場合は
http://localhost を webブラウザで表示すると !t,s works......
の様な表示になります。
-----------------------------------------------------
【インターネットサーバー またはプロキシサーバーが見つかりませ
んでした。】
これは、インターネットサーバーソフトである apache系が動作して
いない
立ち上がっていない状況と思われます。



・RS_Baseの導入・引越し
・RS_Baseを新しいパソコンに導入する。
・RS_Baseのサーバーの引っ越し

【RS_Baseの動作に必要なフォルダー】
RS_Baseの サーバーを引っ越す時に必要なフォルダーですが、
RS_BaseがDドライブにあるとしますと、

1) D:\usr   ⇒RS_Baseを動かしているプログラム言語 perl が入っ
ている。
2) D:\Users\rsn\public_html ⇒ RS_Baseにファイリングされた
全データが入っている。
3) apache or Apache24 ⇒PC を webサーバーとして動作させる
ソフト

の3つになります。これらは、コピーするだけで動作します。



注）1)public_html　2) usr は、動作ドライブが異なっても、コピー
を行なえば問題ありませんが
　　3) の apache系は、ドライブごとに異なったものが用意されて
います。
　　　apache に関しては、下記を参照ください。
　　　　⇒　Apacheとポート80、BranchCache、IIs
　　　　⇒　Apache24 msvcr100.dll がありません...

新規クライアントの導入も、他の同じドライブで動作しているクラ
イアントの上記、3つのフォルダーのコピーでOKです。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/2/9/2942562c.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/2/9/2942562c.png
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705162.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19726860.html


・ RS_Baseのサーバーは、RS_Baseの動作ドライブの everyone
フル共有が必要
　⇒各クライアントから、サーバーのRS_Baseが動作しているドラ
イブへ
　　データの参照、データの書込みが出来る様にするためです）

・（CドライブでRS_Baseを動作させる場合のみ、C:\Usersフォル
ダーにセキュリティーがかかっているため、ファイルの書き込みが
出来る様に、C:\Users\rsn フォルダーの プロパティー、セキュリ
ティーTAB で、 Everyone フルコントロール の設定が必要　⇒こ
の設定は、Cドライブで動作するRS_Baseのサーバー、クライアン
ト共通）

・ windowsの ファイアーウォールにて、クライアントからのweb
アクセスがブロックされる可能性があり、サーバーでは通常、ファ
イアーウォールを off にする必要あり。

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////
Apache の立ち上げは、導入した方の apache系の下記 exe のいずれ
かになります。
1) D:\Apache24\bin\httpd.exe   or  D:\Apache24_D\bin\httpd.exe の



ものもあります。
(フォルダーの違いはApacheのフォルダー \conf\httpd.conf 内
の ServerRoot などの指定の違いによる⇒フォルダーの指定箇所は
http:conf内に複数あります。）
2) D:\apache\Apache.exe

Apache を自動で立ち上げるには、httpd.exe or  Apache.exe のショ
ートカットを作成し、windowsのスタットアップに入れておくのが
いいでしょう。立ち上がったApacheの画面を最小化するには、ショ
ートカットのプロパティーの”実行時の大きさ”で、最初化を選択し
てください。



Apache に関して、問題がある場合は、下記もご参照ください。
　1) Apache24 msvcr100.dll がありません...
　2) Apacheとポート80、BranchCache、IIs (Apacheが立ち上が
らない)

⇒RS_Baseを起動するURLは下記になります。
http://localhost/~rsn/N2017.cgi   2017年から使用を推奨して
いる検査歴画面(新画面)

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/8/6/86860540.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/8/6/86860540.png
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19726860.html
https://rsbase2023.blog.jp/archives/19705162.html
http://localhost/~rsn/N2017.cgi


http://localhost/~rsn/2000.cgi     1998年から使用されてる旧
画面検査歴画面(従来画面)
http://localhost/~rsn/R_uketuke.cgi     BOX受付画面

（再度になりますが、CドライブでRS_Baseを動作させる場合の
み、C:\Usersフォルダーにセキュリティーがかかっているため、フ
ァイルの書き込みが出来る様に、C:\Users\rsn フォルダーの プロパ
ティー、セキュリティーTAB で、 Everyone フルコントロール  の
設定が必要　⇒この設定は、Cドライブで動作するRS_Baseのサーバ
ー、クライアント共通）

http://localhost/~rsn/2000.cgi
http://localhost/~rsn/R_uketuke.cgi
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/2/6/26f67da7.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/2/6/26f67da7.png


【導入後の必須の設定】サーバー＆クライアントの設定
サーバーのIPを　192.168.1.10　と仮定
サーバーのRS_Baseのドライブ共有名を D と仮定(共有名はドライ
ブ名 or SV あたりがベスト）

RS_Baseを立ち上げて、基本情報
http://localhost/~rsn/2001.cgi?set_up  にて、
(11) LAN(ON,OFF) ⇒ on
(12) RS_Baseのサーバー　⇒　192.168.1.10
(13) RS_Baseサーバーの共有ドライブ名 ⇒ D
(14) RS_BaseサーバーのIP Address ⇒　192.168.1.10

以上の指定になります。

最後に、
webブラウザの設定は、新画面の上部メニュー　設定&検索　内の
　chromeの設定
　Edgeの設定
　URLのアプリ化
　FFmpeg_avi変換

http://www.rsbase.net/RSB/chrome_for_RS_Base.pdf
http://www.rsbase.net/RSB/Edge_for_RS_Base.pdf
http://www.rsbase.net/RSB/Apri_web.pdf
http://www.rsbase.net/RSB/FFmpeg_avi.pdf


をご参照ください。

key: RS_Baseの導入、新しいパソコンへの導入、新しいパソコンの
購入、サーバーの引っ越し、クライアントの引っ越し



・ダイナミクスの血圧データ を
RS_Baseへ出力する
・ダイナミクスの血圧データ を RS_Baseへ出力する

ダイナミクス所見画面右上の　血圧、体重、腹囲などの転記は、
RS_Base用mdbで、
リンクバーFEEの "血圧1" or  "血圧7" ボタンをクリックになりま
す。

血圧1 ⇒ 1日分のデータ出力　⇒ RS_Baseへ読み込み
血圧7 ⇒ 7日分のデータ出力　⇒ RS_Baseへ読み込み

（成長曲線のデータは、本項下部参照）

【ダイナミクスの血圧データ、体重、腹囲のデータをRS_Baseに一
括出力する方法】

一括で読み込ませる場合は、念のため、一括読み込み前のサーバー
のpublic_htmk\laboフォルダ（血液データがあるフォルダ）は通
常のバックアップとは別にバックアップをしてから行ってくださ
い。



 ①RS_Base用クライアントmdb のコピーを作って、そのコピー
mdbで、Q_血圧7day(RS) を、右マウスボタンクリック、デザイン
ビューで開き、 抽出条件が[Between Datem()+1 And datem()-7]と
なっている部分を削除してください(全データ出力の場合)。

注）
Q_血圧7day(RS) は、直近一週間分のデータを出力するためのクエ
リですが、抽出条件の削除により、全件のデータになります。

注）
2週間分出力したいときにの抽出条件は、[Between Datem()+1
And datem()-14] となります。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/a/6/a6571402.jpg
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/a/6/a6571402.jpg


 ②上記コピーmdbのリンクバーFEEの "血圧7" ボタンをクリックし
てください。
 以上で、ダイナミクスの血圧がRS_Baseに読み込まれます。
 ※全血液データになるので、読み込みには相当時間がかかります。
 上記で使用した コピーmdbは血圧を読み込ませた後は削除してく
ださい。

 注）上記動作の挙動の説明。
 [血圧7]をクリックすると、[Q_血圧7day(RS)]の内容が[c:\gazou\受
診 症 状 血 圧 .txt] と し て 出 力 さ れ 、 そ の 後  RS_Base の
URL[http://localhost/~rsn/labo_new1.cgi?BP=v18]がコールされ、血
圧などのデータがRS_Base に読み込まれます。

 注）
読み込まれる項目名は、血圧(高) 、血圧(低) 、体重(S) となります
ので、必要に応じて
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 項目同一設定　にて項目名
を変更してください。（変更すると表示時に指定検査名になりま
す）

血圧、体重等の施行回数が多い検査は、



血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】⇒ 完全非表示血液 に指定して
通常の血液テーブルには表示せず、バイタルデータとして表示する
のが通常です。（バイタルデーターの表示に関しては、他のFAQを
参照。
（完全非表示での指定は、項目同一設定の変更前後の項目名の両方
をしてください）

血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 項目同一設定にて
血圧(高) ⇒ 収縮期高血圧、　血圧(低) ⇒ 拡張期高血圧、体重(S) ⇒
体重 などと、お好きな項目名に変更してください。

RS_Baseに読み込ませた血圧のグラフ化は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ グラフセット登録　にて
収縮期血圧、拡張期血圧、体重変化　などを指定してグラフ化して
ください。
注）体重のグラフ化は、体重の変化を強調するため、体重変化とい
う項目名の指定がお勧めです。

【ダイナミクスの成長曲線内の身長などのRS_Baseへのデータ出力
方法】

RS_Base用mdb でリンクバーFREEを立ち上げている状態で、
【成長DATA】をクリックしますと、



c:\RSB_TEMP\seityo.txt  としてダイナミクスの成長曲線のデータが
出ます。

その後、
【本日分】　【8日分】　【今月分】　【先月分】__________注意
(全出力)

などの、クリックにて、RS_Baseに読込まれる仕様になっていま
す。
尚、全出力だと、全てのデータを書き換えることになるので、安全
のため
異常時元に戻れるように、サーバーのpublic_html\labo をどこかへ
コピー後、
行なってください。

注) 【成長DATA】のリンクは、
web受付  http://localhost/~rsn/uketuke.cgi 内にあり。

BOX受付 http://localhost/~rsn/R_uketuke.cgi の場合は、基本情報
(60) _B受付にダイナミクスのデータを反映 を on  にすると表示さ
れます。

【成長DATA】のURLは下記になります。
http://localhost/~rsn/audio_ini.cgi?dyna_seityo

http://localhost/~rsn/uketuke.cgi
http://localhost/~rsn/R_uketuke.cgi
http://localhost/~rsn/audio_ini.cgi?dyna_seityo




・【従来FAQのまとめ1】
従来のFAQ http://localhost/~rsn/FAQ.pdf のまとめ (内容 1/2)

【RS_Baseのバージョンアップの方法】
バージョンアップファイルをダウンロード・解凍し、それらのファ
イ ル を RS_Base が イ ン ス ト ー ル さ れ た ド ラ イ ブ  の 、
［Users¥rsn¥public_html］ に上書きすると”上書きしますか？“のメ
ッセージが出ますので、そのまま上書きするとバージョンアップが
完了します。
　これで、public_html\2000.cgi ファイル等の更新時間が新しくなり
ます。

【バージョンアップのURLを開こうとするとID、パスワードを聞か
れます】
バージョンアップのアナウンスメール、あるいはメーリングリスト
の★各種リンク★に、RS_BaseバージョンアップのID、パスワード
の記載があります。

【RS_Baseのパソコンをインターネットに接続したい】
 インターネットに接続する場合は、セキュリティーに注意し接続す

http://localhost/~rsn/FAQ.pdf


るようにしてください。RS_Baseをご利用に あたりインターネット
に繋がっていないと利用出来ないということはありません。 

【RS_Baseを起動すると「ｘｘ月になりました。バックアップが待
避されました」と出ていつもの画面になりません。】
月初めにRS_Baseのクライアントの設定ファイルなどを自動バック
アップした後に表示されるメッセージ です。（場所は、クライアン
トの［public_html¥backup］です。)
検査表示ボタンをクリックすると、通常の動作にもどります。

【RS_Baseのバックアップ方法を教えてください】
  RS_Base の デ ー タ は 、 RS_Base の サ ー バ ー の
[Users¥rsn¥public_html]の中にすべて入っています

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/f/3/f381507f.png
https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/f/3/f381507f.png


 ので、このフォルダをバックアップしますが、ファイル数、サイズ
ともに巨大なので、バックアップは、Realsync などを使って、更新
のあったデータのみに差分バックアップを行ってください。
（PostgreSQL版の場合は、PostgreSQLのデータのバックアップが必
要です）

【RS_Baseを起動すると、「サーバ名、ドライブ名の設定を間違え
ている.....」などと出てます】
 ■基本情報の指定を間違えている。基本情報 (11) - (14)
 ■共有ドライブ名を間違えている。
 ■ドライブの共有自体が正しくされていない。
 ■IPアドレスの指定が正しくされていない。
 ■ネットワークが正しく接続されていない。
　 など、クライアントからサーバーにアクセスできない状態が考え
られます。

【RS_Baseを自宅でも見たいのですがどのようにすればいいです
か】
・TeamViewerなど、無償のリモートデスクトップを利用する。
・高容量のSSDを購入し、apache、usr、public_html等のバックアッ
プを作成し、それが自宅のPCでも動作する環境を作る。



【RS_Baseの表示に30秒程度かかる】
・CドライブのRS_Baseで C:\Users\rsn フォルダーのセキュリティ
ーが everyone フルコントロールになっていない。
・基本情報で、ネットワークに存在しないフォルダーが指定されて
いる。あるいは、指定されたPCの電源が切れている。 
・DELL の指紋認証ソフトで、基本情報の表示が遅くなることあ
り。

【web ブラウザ上で画像がX や 壊れたアイコンになる】
・基本情報、(14)の指定IPが間違っている
・サーバーのIPが変わってしまった。
・サーバーで Apache が立ち上がっていない。
・サーバーのファイアーウォールが有効になっている。
・クライアントのイーサ-ネットのネットワークプロファイルがパブ
リックになっている。

【RS_Receiverについて教えてください】
RS_Receiver は、Dicom出力可能なレントゲン系検査、超音波などの
機器と通信を行い、RS_Base用に dicom のファイルを出力してくれ
るソフトで、dicomファイルは、RS_Receiver を介して、RS_Baseに
ファイリング を行います。 
入手方法は、RS_Baseメーリングリスト、★各種リンク★内の



■RS_Receiverの入手を参照してください。

【RS_Baseを開くと、通常の画面ではなく、違う画面になっていま
す 】
 RS_Base トップ画面最下部の【設定メニュー】をクリックすると、
Head_dell、［閲覧専用］、［簡易表示］、［全簡易］などの 背景
が黄色くなっていると表示が変わります

【RS_Comm、RS_CommProを利用したいのですが】
RS_Commは院内検査機器とRS-232Cケーブルで接続し、RS_Baseの
血液データを自動ファイリングする プログラムです。RS_Baseの正
規ユーザ様であればフリーでご利用可能です。 RS_Baseメーリング
リストの ★各種リンク★ に、ダウンロード先、マニュアルが記載
されています。 

【全情報画面について教えてください】
FAQ http://localhost/~rsn/FAQ.pdf 　【Q32】24ページをご参
照ください。

【ファイリングされた画像ファイルの一つを削除したい】
新画面(N2017.cgi) の登録検査のフォルダーアイコンをクリックし

http://localhost/~rsn/FAQ.pdf


て、当該ファイルを削除してください。
従来画面(2000.cgi):の登録検査の年齢部分をクリックして当該ファ
イルを削除してください。

【IDを間違えて登録してしまったので変更したい】
新画面(N2017.cgi): 登録検査の【変更】をクリックして、IDを変更
してください。
従来画面(2000.cgi):登録検査の変更列(連番)をクリックして、IDを
変更してください。

【RS_Baseを起動すると「xxxxが画像保存フォルダにありま
す。」と出ます】
RS_Baseの画像を読み込むフォルダ(例： C:\gazou) 内にファイルが
あると、RS_Baseの画面を表示した ときに、その存在を知らせるた
めに表示するようになっています。

【説明画像の登録方法を教えてください】
【説明画像の登録をしましたが表示されません】
FAQ http://localhost/~rsn/FAQ.pdf  　【Q38】【Q39】28ペー
ジをご参照ください。

http://localhost/~rsn/FAQ.pdf


【他院のCT、MRIなどの画像をCDからファイリングしたい】
MLにアナウンスのある、RS_DicomPro を使用します。使用方法のフ
ァイルもMLの★各種リンク★をご参照ください。



・【従来FAQのまとめ2】
従来のFAQ http://localhost/~rsn/FAQ.pdf のまとめ2 (内容 2/2)

【過去の画像と比較はどのようにすればいいですか】
CRなどの画像枚数が少ないものは、設定によって過去の画像も自動
で読み込みますが、CTなどは、検査歴の下の、複数検査画像比較表
示　にて、表示したい検査にチェックを入れて、表示に使用する
Viewerにチェックを入れて、比較ボタンをクリックしてください。
　尚、比較に使用する既定のviewerのチェックは、基本情報124で指
定します。

【院内検査の登録が項目が30件しか出ません 】
基本情報の［(162) 院内検査の項目数設定］で登録する検査数を増
やしてください。

【患者の登録があるのにRS_Baseの画面では未登録と出ます】
検査登録時にRS_Baseに患者情報がなかった可能性があります。現
在、RS_Baseに患者情報が表示される場合は、当該検査の、新画面
(【変更】)、従来画面(検査連番) のクリックで変更画面を表示後、

http://localhost/~rsn/FAQ.pdf


決定をしてください。
　尚、テキスト版RS_Baseで、多数の検査に患者情報がない場合
は、基本情報(8) ID関連付　ボタンをクリックすると、検査全体に
患者情報が再度紐付けされます。

　一方、PostgreSQL版の場合は、患者画面の入力カラムに、IDが
1234 の場合は、後に x を付けて 1234x　と後に x を付けて入力、
Enter をすると、当該患者の患者情報が再度紐付けされます。

【患者さんの名前が 名○○前になっています】
患者伏せモードになっている様です。その場合は、RS_Baseのトッ
プ画面最下部の【設定メニュー】をクリックした表示に、○名　の
リンクがあり、このクリックにて通常の患者表示に戻ります。

【異なる検査なのに（抗体、抗体価 判定 など）、検査名が同じ項
目のため正しく表示されません】
 本ブログ内リンク、抗体価　←をクリックしてください。

【院内の血液データの登録方法を教えてください】
http://localhost/~rsn/N2017_2.pdf 21ページ、
3-3 血液の手入力について　をご参照ください。

https://rsbase2023.blog.jp/search?q=%E5%90%8C%E4%B8%80%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%81%AB%E8%A1%A8%E7%A4%BA%E3%81%97%E3%81%AA%E3%81%84%E6%A4%9C%E6%9F%BB%E5%90%8D
http://localhost/~rsn/N2017_2.pdf


【血液データのIDを間違えて登録してしまったので変更したい】
血液データの変更 http://localhost/~rsn/N2017_2.pdf 26ペー
ジ、
血液削除方法【RS_Base バージョン 2021-10-11 以前の場合】
の方法でデータを削除し
臨床検査センターから正しいデータをもらってください。
尚、上記変更画面で、IDを変更しデータを読み込ませる事もできま
すが、
臨床検査センターのデータもID間違いが修正されていた方がいいで
しょう。

【院内での血液検査のデータを修正したいの】
血液データテーブルの年月日の　2023等の年の部分をクリックする
と
データ変更画面になり、変更後、登録ボタンを押してください。

【血液データを印刷するとはみ出してしまいます】
血液検査日の表示回数を少なくしていただくか、血液テーブルの上
の
P分割 の回数指定で、たとえば、6回分づつ表示するなどの指定をし

http://localhost/~rsn/N2017_2.pdf


てください。

尚、検査項目数が多くて、2ページに及ぶ場合は、血液印刷のリン
ク、
(印9)(印6)(印4)(印1)で、(印4)のリンクで、4回分の表示になり、
左右二つのテーブルに表示され、A4で入るようになります。

【血液データが同一の検査なのに、血液データが（2行）に表示さ
れる】
RS_Baseでは異なるコードであっても、検査名が同じであれば、一
つの行で表示されますが、2行に表示されるということは、検査名
が異なると思われます。
　院内手入力、RS_Comm、複数の検査などからのデータがあり、
それらが、複数行に表示されているが、一つの行に表示したい場合
は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒　項目同一設定　にて、ど
れか一つの検査項目に そろえる指定を行なうと、一つの行に表示さ
れるようになります。

【体重を毎回手入力していると、見たい血液検査がみえなくなる】
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】⇒ 完全非表示血液　に、体
重、血圧の項目名を指定する事により血液テーブルには非表示に



し、一方で、基本情報　(155) 血圧、体重表示　にて、患者・血液
画面　を選択し、その横の、【項目指定】をクリックして
身長
体重
収縮期血圧
拡張期血圧

などを指定すると、通常の血液テーブルの上に、バイタルデータの
テーブルとして別表示される様になります。
RS_Baseに読み込ませた血圧、体重などのグラフ化は、
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ グラフセット登録　にて
収縮期血圧、拡張期血圧、体重変化　などを指定してグラフ化して
ください。
注）体重のグラフ化は、体重の変化を強調するため、体重変化とい
う項目名の指定がお勧めです。

【血液データ常時表示検査の指定方法を教えてください】
通常の血液テーブルの上に、HBs抗原、PSAなどなど、特別に別テー
ブルに表示したい検査を指定します。
血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ 常時表示検査　にて、検査
項目を選択、あるいは、上部の
”【設定ファイル】を開く”　にて直接項目名を指定して登録しま



す。

注) メモ帳で保存する時は、下部の文字コードが ANSI になっている
事を確認してください。

【CRを導入しRS_Baseへファイリングましたが、検査名が英字に
なります】
基本情報、(2)自動読み込み検査名変更　にて、読み込まれた検査
名が chest だったとすると
chest ⇒ 胸部写真　などと指定して、指定した検査名で保存されま
す。

【スナップ写真（顔写真）を撮った患者さんのIDを間違えた】
下記、URLをご参照ください。
http://localhost/~rsn/snap_mistake.jpg

【RS_Baseから処方入力はできますか】
処方内容は、ORCAなどのレセコン、あるいは電子カルテで行ない、
それをRS_Baseに読み込ませる事はできますが（RS_Base用出力が
出来るものに限る）、RS_Base自体には、処方入力は出来ません。



【体重の変化がグラフにてわかりにくいの】
グラフセットに "体重変化" という項目名を指定すると、通常の体重
よりY軸が変わり、その変化が強調されて表示されます。

【血液データを検索する方法を教えてください】
[基本情報]→[(50) 血液検索データを自動更新する]を、診察室のPC
で設定している場合は、毎日１回検索用のデータが追加更新されま
す。

（注） [基本情報 (50）] の指定をそれまで行なっていない場合は、
血液検索画面の[【高速血液系検索】Data Folder]の [Data Folder]を
クリックして開いたフォルダにデータがないため、[★高速検索用デ
ータ追加 Click Here] をクリックしてください。検索用データが作成
されます。 ※1ヵ月あたり1-2分程度かかるため、データ作成は診療
時間外に行ってください。

その血液検索方法は、各種検索(http://localhost/~rsn/labo4.cgi)をク
リックして、【高速血液系検索】の下で、条件を指定してデータを
検索、抽出します。尚、頻用する検査項目は、本画面の、【オリジ
ナル項目】をクリックして登録しておく事が可能です。
 



【当院検診作成の方法について】
 http://localhost/~rsn/FAQ.pdf Q90(74ページ) をご参照くださ
い。
尚、血List ⇒ 【血液各種設定 Click Here】 ⇒ ○新当院検診設定○　
の設定で、コレステロールから、LDLコレステロールまでは、並順
(1-4)は、固定になっています。

【二つの臨床検査センターからのデータを読み込む方法】
https://youtu.be/NFdw2YNk4kw Q93(79ページ) をご参照ください。

【サーバーIPアクセスで心電図やDicom Viewerを表示させる方
法】
https://youtu.be/NFdw2YNk4kw (ユーチューブ動画 ５分)
 http://localhost/~rsn/FAQ.pdf  Q96 (83ページ) をご参照くだ
さい。

http://localhost/~rsn/FAQ.pdf
https://youtu.be/NFdw2YNk4kw
http://localhost/~rsn/FAQ.pdf


・心電図Viewer & online通信
【心電図のViewer & online通信ソフト】

フクダ電子：public_html\denshi\FEV-05.exe
日本光電：public_html\nkc\attach.exe
フクダ・エム・イー工業：public_html\ECG_ME\ViewPlus.exe

心電図ファイルの保存場所
RS_Baseサーバーの public_html\ecg フォルダー
（JPG系の心電図は、通常の画像と同じ　public_html\Imfidx2023 な
ど)

日本光電、online 接続ソフト
public_html\nkc_Cvn_Online\Cnv_Online.exe をインストール
インストール後、C:\Program Files\Nkc\Cnv_Online\操作説明.doc
ができます。

フクダ電子：
http://rsbase.net/RSB-PROG/FukudaOnline64.zip  をダウンロードし



public_html\FukudaOnline64 フォルダーとしてコピーしてくださ
い。
次に、public_html\FukudaOnline64\setup.exe をダブルクリック。

フクダ・エム・イー工業
public_html\FME\FmeComm.exe

尚、心電図の読み込みフォルダーは、基本情報
(92)  心電図を取り込むﾄﾞﾗｲﾌﾞ　に指定します。

key: 心電図の登録方法、心電図のファイリング方法
フクダMEの心電図、日本光電の心電図、フクダ電子の心電図



・新画面の【設定＆検索】
新画面(N2017.cgi)の【設定＆検索】メニューの設定方法

新画面左上のリンクテーブルには、上部の "設定＆検索"、[LINK設
定]
での指定になります。設定は、リンク名とURLを指定しますが

私の予定は、calender2.cgi に入れていますが、それを通常のTABで
開くリンクの追加URLは、calender2.cgi の指定でいいのですが、リ
ンクにて新しい windowsで指定の箇所に表示するには、
onClick=window.open(calendar2.cgi) という指定になります。

珍しいリンクとしては、患者Data、各種所見追加、胃内視鏡のリン
クと同じものを追加するには、下記になります。
胃内視鏡 ⇒ 2000.cgi?rs_base=auto_file=kanja_id=IDD=GF_shoken

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/1/b/1b532351.png
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URLを指定しておいて不要になった場合でも、リンクは削除せず、
一番後の無効列にチェックをいれて非表示にしておいた方が、後か
ら必要になったときに復活させるのが楽です。

key: 新画面リンクテーブル、ポップアップ



・サマリー領域の機能
【サマリー領域の機能(サマリー機能)】

↓↓↓ 以下、仮想の表示サンプルです(新画面)。

1) 入力をして決定を押すと登録される。

https://livedoor.blogimg.jp/rs_base2023/imgs/f/8/f8263c44.png
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2) サイズボタンで入力エリアが広がる。

3) 入力をして内容がかわると、決定ボタンが赤くなる。

4) カラム内にカーソルを置いて重要ボタンを押すと、その前に【重
要】が追加され、その内容が入力カラムの上に青く表示される。
⇒ TXTボタンのテキスト表示内では、赤く表示される。

5) カラム内にカーソルを置いて赤ボタンを押すと、その前に【赤】
の文字が追加され、入力カラムの下に背景が赤く表示される。
⇒ TXTボタンのテキスト表示内ではダークレッドに表示される。

6) 全角アンダーバーがある行は、TXTボタンのテキスト表示内で青
い文字で表示される。

7) ★の文字がある行は、TXTボタンのテキスト表示内で緑に表示さ
れる。

↓↓↓ TXTボタンをクリックした表示



8) (検) のクリックで、PostgreSQL版RS_Baseでは、サマリー内の検
索、抽出ができます。

尚、テキスト版からPosgreSQL版に移行したときは、サマリーで決
定を時に、PostgreSQLのテーブルに登録されます。

key: サマリー 、summary、要約、
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・RS_Baseの取り扱い説明
【RS_Baseの取り扱い説明 & FAQ】

RS_Baseの取り扱い説明書は、作っても古くなるところが
どうしても出てきて、なかなか難しいところですが、

参考になる部分は充分ありそうです。

簡易説明書(2022年)
http://localhost/~rsn/N2017_2.pdf 

取り扱い説明書（2013年）
http://www.rsbase.net/RSB/RS_Base.pdf 

FAQ もご参照ください。
http://localhost/~rsn/FAQ.pdf 

KEY: 取扱い説明書、取り扱い説明書、FAQ

http://localhost/~rsn/N2017_2.pdf
http://www.rsbase.net/RSB/RS_Base.pdf
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・フジ内視鏡のDCIMフォルダー
【フジ内視鏡のDCIMフォルダー】

内視鏡は、エコーで RS_Receiver 以外からのデータを読み込ませる
のは、fujinon.cgi のプログラムになります。（RS_Auto自体で読み込
めるものもあります）

フジの内視鏡は、DCIM内に画像ファイルが保存されますが、機種が
異なれば、DCIM内のフォーマットが異なり、少々ややこしい状況
で、3つのパターンがあり。（それ以上存在する可能性もあり）

基本情報、(95)  本ＰＣのＭＯ(内視鏡画像を取り込むドライブ) を
C:\fuji と指定されている場合、画像ファイルは、C:\fuji\DCIM フォ
ルダー下に作成されます。

今まで、異なった方法でたまたま読み込まれていた場合に、読み込
み方法を変える場合は、再度全て読み込まれる可能性があるため読
み込み済の C:\fuji\DCIM 下のフォルダーは、
どこかに移動させることをお勧めします。

1) フジノ FTP経由のデータを読み込み



　フォルダー構造：IDが 12345 の場合。
　C:\fuji\DCIM\20210208_143243_12345\xxx.jpg

　DCIMと同レベルのところに、FUJI_FTP というフォルダーを作成
することにより、FTP経由の取り込みと判断する。fujinon.cgi 内の
sub Justia サブルーチン処理
　　----DCIM
　　----FUJI_FTP  (手動で作成するフォルダー）

2)  CFカード経由経由？
　フォルダー構造：patient.inf にID情報がある。
　C:\fuji\DCIM\20230604\121545\DSC00000.JPG
　C:\fuji\DCIM\20230604\121545\patient.inf

　DCIMと同レベルのところに、advancia というフォルダーを作成
することにより、上述フォルダー構造とと判断して読み込む。
fujinon.cgi 内の sub advancia サブルーチン処理
　　----DCIM
　　----advancia  (手動で作成するフォルダー）

1)、2) 共通の読み込み方法



 読み込みは、RS_Base 2行目あたりの、[胃内視鏡] をクリックする
と、ファイリングする画像は gazouフォルダに自動読み込みファイ
ルとして出力されます。

 上記出力が終了すると、読み込んだ患者リストの下部に
【RS_Baseに読み込みをさせます:Click Here】
 が表示されますので、それをクリックするとファイリングされま
す。

念のため：
・読み込み済みのフォルダーには、RSB_DANE というフォルダーが
作られます
・読み込ませるとDrive:\DCIM\RSB_DATE.dat というファイルに、読
み込んだ日付を書き込みます。以後、この日付より一週間以上前の
フォルダーは、RSB_DONE のあるなしに関わらず、読み込みに行き
ません。

3) かなり古い機種
fujinon.cgi 内の下記サブルーチンで読み込まれる。
　sub oly_DVD
　sub FUJI_CF



機種が古いため、詳細は不明。

2023年現在、フジ内視鏡の画像を読み込ませる方法は、FUJI_FTP　
あるいは advancia のフォルダーを作成する方法以外は、ほとんど
ないと思われ、いずれのフォルダーも作成しない場合は、間違って
ファイリングされる可能性あり。⇒ フォルダー構造をよく確認する
こと!!!!!

KEY: フジ内視鏡、フジノン内視鏡
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